
■ 内部評価結果

１．総合計画（後期基本計画）

２．めざす目標

認定農業者数 148経営体 Ｈ16 154経営体 H20 157経営体 H22 157経営体 H26

荒廃農地 384ha H16 141ha H20 141ha H22 135ha H26

年間の米生産量 14,270ｔ Ｈ16 12,957ｔ H20 12,979t H22 13,000ｔ H26

特別栽培米生産量 新規 － 1,059ｔ H20 1,770t H22 1,500ｔ H26

府内における市内産の生産割合（京丹後市／京都府） 13％ H16 17％ H20 16.5％ H22 18％ H26

多収益農産物を育てます 年間1億円以上の農産物 7種 Ｈ15 13種 H20 10種 H22 14種 H26

有害鳥獣による農業被害額を削減します 有害鳥獣による農業被害額 新規 - 59,000千円 H20 136,907千円 H22 43,000千円 H26

３．評価結果一覧
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担い手対策の推進

中山間地の保全対
策の推進

農地利用集積円滑化事業

意欲ある農業者に対する農地の利用集積を行った場合、農業者に対して交付金を交付（15.3ha）

大雪により被害を受けたパイプハウスの復旧・除雪経費に対して補助金を交付

農業技術者協議会の運営経費の負担及び活動支援

新規就農者及び農家へ遊休農地等の紹介・斡旋等を調整（売渡2件、貸借126件)

京都府農業開発公社が、農地バンクから借り入れた農地の管理経費に補助金を交付

水田農業の振興と

農政課

生活環境基盤整備事業 農政課
直・補

環境に配慮した有効な資材購入に対して補助金を交付（たい肥45件、マルチ24件）

アグリセンター大宮の維持管理及び運営（利用件数2,632件、利用人数33,245人）

指定管理施設(３施設)・弥栄農家用貸付住宅(４棟)・弥栄都市農村交流施設の維持管理

農政課

8,038       

就農研修資金の償還に対し助成（12人）

地域農業の担い手となる法人を支援（大宮町森本地区）

農政課 806         

3,060       府規
定

民間補完
福祉増進

終了・
廃止

A補
-

4

農政課

新規就農等拡大のための遊休農地利活用推進事業

民間補完
福祉増進

終了・
廃止猛暑の影響による農産物等の被害に対する資材購入に補助金を交付（遮光資材、潅水器具、肥料）

雪害支援緊急対策事業 農政課

農業技術者協議会活動促進事業

府規
定

73           

A
終了・
廃止

サー
ビス

団体 補 4
農産物等猛暑関連被害緊急対策事業 農政課 10,568     -            府規

定
府・
一部-

終了・
廃止

現状維
持

民間補完
福祉増進

縮小

-            府・
一部

施設
整備

団体 補 4

5,218       3,166       国規
定

直・負
府・
一部

サー
ビス

市民

直 B

(3,166)

現状維
持

AA4
民間補完
福祉増進

134         府規
定-

今後の
方向性

実施
手法

対象

1,042       

(672)

根拠
法令

施策方針
H23予算額 今後の

方向性
施策

貢献度

府・
一部

施策評価

評価結果

農政課 657         

4

他
サー
ビス

市民 4
民間補完
福祉増進

農地継承円滑事業
単費

農政課 現状維
持

B
現状維

持

54           250         民間補完
福祉増進(250)

施設
整備

団体 補
市規
定

農政課 3,060       

4,500       

26,741     

6,963       

単費
(3,300)

1,500       

国等
全額

サー
ビス

団体

団体 補 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

AA
農業団体等育成強化事業 市規

定

農政課 475         

集落･地域営農組織への農地集約や作業受託を促進するための機械導入に対して補助金を交付（2団体）

施設
整備(1,500)

単費

認定農業者対策事業

認定農業者への農地集約や作業受託を促進するための機械導入に対して補助金を交付（8件）

農政課 2,925       3,300       市規
定

施設
整備

市民 補 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

AA 拡大

A
現状維

持

就農研修資金償還金助成事業 7,246       府規
定

府・
一部(3,623)

サー
ビス

市民 補 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

府・
一部

サー
ビス

直 2
特定サー

ビス
縮小

(110)
団体

経営体育成促進事業 810         府規
定

A 縮小

B
終了・
廃止-

農業関連施設整備事業 農政課 24,212     -            

営農拠点となる共同作業場を建設（大宮町森本地区）
直 4

市規
定

単費

施設
整備

団体

民間補完
福祉増進

終了・
廃止

直・委・負 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

施設
整備

団体

7,318       国規
定

府・
一部(405)

経営体育成基盤整備事業 農林整備課

府営ほ場整備事業の市及び地元負担金の納入（大宮町森本地区）
AA

現状維
持

現状維
持

サー
ビス(24,831)米の有利販売対策の強化

25,606     29,515     

農業者戸別所得補償制度の推進を図るとともに売れる米づくりのための取組みに補助金を交付

農政課水田農業振興推進事業

拡大 AA 拡大
(14,312)

サー
ビス

現状維
持

A市民 直 4
民間補完
福祉増進

国規
定

国・
一部

7
生活維持

確保

中山間地域等直接支払制度事業 農政課 57,768     57,771     国規
定

府・
一部

中山間地域等特産物育成事業 農政課 府規
定

府・
一部

施設
整備

団体 補 4

中山間地域の耕作放棄を防止するため、農業生産活動等を行う農業者等へ交付金を交付（40集落・1個人）

黒大豆の生産拡大を推進するため農業団体の機械購入費に対して補助金を交付（2団体）

民間補完
福祉増進

現状維
持

2,612       675         

(75)

団体 補

A 拡大

747         711         
なし

施設
整備

団体 補 4
久住営農飲雑用水施設整備事業借入償還補助金ほか1事業（農地一般経費）

農業用施設整備等において、地元区・農家の借入金に対して補助金を交付（久住・出角）

農林整備課
他

(592)

民間補完
福祉増進

現状維
持

B
現状維

持

(1,011)

茶の極み塾支援事業 農政課 1,000       1,011       現状維
持

サー
ビス

団体 負 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

現状維
持

AA
茶の極み塾の運営経費に対して支援(栽培・製茶技術研修等)

3,678       優良茶園振興事業 農政課

茶の生産機械の導入及び茶の新規植栽に対して補助金を交付（機械導入2件、新規植栽1件）

なし 単費
国営開発農地にお
ける営農の振興

補 4
民間補完
福祉増進

509         -            

国営開発農地に誘致した農業法人の機械リース料の一部を助成（トラクター3台、マルチャー1台）

農政課農業法人誘致対策事業 施設
整備-

AA 拡大
900         府規

定
府・
一部(180)

施設
整備

団体

終了・
廃止

A
終了・
廃止-

サー
ビス

終了・
廃止

B法人 負 2
特定サー

ビス
市規
定

単費

2
特定サー

ビス

農産物集出荷貯蔵施設等整備支援事業（繰越） 農政課 4,411       -            国規
定

国・
一部

国営丹後土地改良事業負担金 農林整備課 国規
定

単費
施設
整備

市民 負 4

農業法人の生産施設導入に対して補助金を交付（パイプハウス5棟他）

国営土地改良事業に係る市及び受益者の負担金について、規定償還と繰上償還

民間補完
福祉増進

現状維
持

113,872   113,789   

(106,741)

法人 補

単費
サー
ビス(200)

団体
199         200         

なし
受胎向上対策補助金（畜産振興一般経費）

畜産の振興 牛の人工授精・受精卵移植に対して補助金を交付

農政課
補 4

民間補完
福祉増進

現状維
持

6次産業創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務 農政課 847         1,721       
なし 単費

(1,721)

施設
整備

団体

民間補完
福祉増進

統合
（整理）

サー
ビス

市民 直・委 4

-            府規
定

府・
一部-

10,953     ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ整備事業 農政課

パイプハウス（水菜・九条ねぎ）の整備に対して補助金を交付（14棟）

特産品とブランド化
の推進

補 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

有機農業推進事業
市民

3,347       3,078       国規
定

サー
ビス

補 4
民間補完
福祉増進

現状維
持

B
現状維

持

ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業 農政課 5,936       6,205       市規
定

単費
(4,946)

維持
管理

市民 直・委 7
生活維持

確保

農業関連施設管理運営事業 農政課 市規
定

単費 B
現状維

持
維持
管理

市民

快適な農村生活環
境の創造

補 拡大3 個性魅力
里力再生計画の策定及び地域の再生活動に対して補助金を交付（五十河地域、宇川地域、神野地域）

農政課

直・指 3

団体

里力再生計画に基づく生活環境基盤施設の修繕・改修経費に対して補助金を交付（五十河地域、神野地域）

府規
定

府・
一部

(3,000)

6,000       府規
定

府・
一部

里力再生事業

市民
-

-            

サー
ビス

施設
整備

民間補完
福祉増進

(1,650)

単費

農政課 680         

3,185       

農業制度資金を借り入れた農業者に利子補給助成（12人、15件）

利子補給助成事業

(3,078)

コシヒカリの有機栽培実証事業を実施するための経費(政策企画委員、アドバイザーの旅費等)

目標平成22年度実績値
めざす目標

1,733       

年度（H20） （現状） （H26）年度

説明数値

関与必要性

事務事業評価

事業
種別

財政
負担

交流経済都市

担当課

担い手を育て、荒廃農地半減をめざします

売れる米づくりをめざします

（施策） ②基本方針

施策目的

１　認定農業者への農地集積等による担い手対策、丹後産コシヒカリのブランド化等による水田農業の振興、国営開発農地での茶をはじめとする収益性の高い新規作物の導入、
施設園芸等による京丹後野菜のブランド化等を進め、農業所得の向上や農家経営の安定を図る。
２　農村において、活性化施設や防災施設等の生活環境基盤の整備を行い快適な農村生活環境を創造するとともに、農家民宿や農作業体験等による都市農村交流を推進す
る。
３　用排水路や農道等の土地改良施設の改修等を地域の協働により取り組む等、足腰の強い農業基盤をつくる。

（政策）

（一般財源）

H22決算額

（何を対象に、ど
のような状態にし
たいのか）

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

指標名

計画項目Ⅰ

補市民

農林業の振興（農業の振興）

総合計画策定時

（H17）

後期基本計画策定時

年度年度

サー
ビス

府規
定

2-1整理番号

施策名
緒方　和之

代表部局長の氏名
農林業の振興（農業の振興）

農林水産環境部

代表部局

平成２３年度　施策評価

拡大

終了・
廃止

現状維
持

終了・
廃止

現状維
持

拡大

拡大

現状維
持

拡大

現状維
持

現状維
持

B

A

現状維
持

A

AA

A

A

AA

終了・
廃止

拡大

4
民間補完
福祉増進

現状維
持

現状維
持

AA4

A

個性魅力
現状維

持
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説明数値

関与必要性

事務事業評価

事業
種別

財政
負担担当課 （一般財源）

H22決算額

事業内容（実績）

事務事業

予算額（単位：千円）

5

6

7

8 1

2

3

4

5

6

7

8

9

9 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

10 1

2

3

11 1

1

2

サル群れの行動調査等を行うための発信器や捕獲檻の設置（丹後町是安、吉永、岩木地区）

農業者年金加入者及び受給者の適正な資格の管理（受給者数608人）

農業経営基盤強化事業に基づき、市内の国有農地・開拓財産の適正管理(市内国有農地等13,886㎡)

有害鳥獣の捕獲（イノシシ1880頭、シカ1083頭、サル52匹、小動物263匹、鳥類331羽）

農林業団体が設置する電気柵・金網柵等防護柵に対し補助（84箇所）

有害鳥獣防除施設設置事業 農林整備課

農業経営基盤強化事業 農業委員会事務局

有害鳥獣捕獲事業 農林整備課

台風9号（H21.8）豪雨により被災をうけた林業施設の災害復旧工事（2か所）・補助金交付（2か所）

地域ぐるみの共同活動と農村環境向上活動を支援（共同活動95組織、営農活動5組織）

耕作放棄地対策の専門員を設置し、農地の利用調査・調整等を実施(調査1094件、調整181件)

農地法等に基づく許認可の審査・諸証明を行うとともに、農業者の代表として意見を公表

農業委員会活動事業 農業委員会事務局

農地･水･環境保全向上対策事業 環境バイオマス推進課

農地制度実施円滑化事業

団体営調査設計事業 農林整備課

農業委員会事務局

機能低下が著しい楊水機場を改修するための調査（久美浜町女布地区）

農業用管水路（石綿管）の改修工事に向けた測量設計を実施（丹後町宇川地区）

H21.7.12発生梅雨前線豪雨により被災をうけた農地・農業用施設の災害復旧工事（14箇所）

現年発生農地･農業用施設災害復旧事業 農林整備課

特定農業用管水路等特別対策事業 農林整備課

ほ場整備工事完了後の換地処分未了地区において、確定測量及び登記を実施（弥栄町2地区）

農業用施設管理の診断及び指導（11箇所）。農業用施設改修工事の実施（丹後町大山水路）

土地改良施設維持管理適正化事業 農林整備課

機能低下した農業用施設の改修工事（1件）

小規模農業基盤整備事業（繰越） 農林整備課

小規模土地改良事業補助金 農林整備課

小規模農業基盤整備事業 農林整備課

都市農村交流推進事業

農業振興地域整備計画の変更に向けた基礎調査の経費

集落等が実施した農業用施設の維持管理に対して、補助金を交付（交付件数41件）

観光客が、地域の魅力を歩いて楽しめるように、散策マップの看板をくみはまSANKAIKANに設置

農業振興地域整備計画の変更に向けた協議会の設置及び活動経費（団体5人、集落代表12人）

農業振興地域整備計画策定事業 農政課

農業振興地域整備計画策定事業（繰越） 農政課

緑のふるさと協力隊員の活動経費（弥栄町野間地域）

299         農山村環境を生かした観光交流事業 農林整備課

林業体験交流事業 農政課

元気な農村地域づくり事業 農政課

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業（繰越） 農政課

生命財産
権利保護

終了・
廃止ため池の取水施設、堤体等の改修工事を実施（4箇所）

直・委 6
生命財産
権利保護

現状維
持ため池改修工事等測量設計（8か所）。防火水槽設置工事等（防火水槽3か所、落石防止1か所）を実施

施設
整備

団体 6

施設
整備

団体 直・委 6
農林整備課

直・委
農林整備課 16,586     

-

21,245     

足腰の強い農業・農
村の基盤づくり

有害鳥獣対策の強
化

(254,480)

獣害等防止特別対策実験実証事業 農林整備課

(13)

113         560         

農業用施設の改修工事（8件）・国道バイパス工事の補償工事として農道新設工事（2路線）

拡大
府規
定

府・
一部

サー
ビス

6
生命財産
権利保護

市民 直・補 AA 拡大

拡大
府規
定

府・
一部

施設
整備

AA 拡大
(3,144)

団体 補 6
生命財産
権利保護

43,906     29,863     

拡大
府規
定

府・
一部

サー
ビス

AA 拡大6
生命財産
権利保護

31,091     33,514     

(16,468)
市民 直・委・補

－義務
国等
全額

－ － －－ －
22           36           

(2)

－義務 他 － － －

A 縮小

農業者年金事務 農業委員会事務局
AA

現状維
持(3)

－ －
637         635         

－義務
府・
一部

－ AA
現状維

持(4,811)
－ － － －

10,073     9,689       

現状維
持

国規
定

府・
一部

サー
ビス

AA
現状維

持
2

特定サー
ビス

3,300       2,234       

(100)
市民 直・委

現状維
持

国規
定

府・
一部

サー
ビス

2
特定サー

ビス
団体 直・負

30,199     29,946     

(18,900)

現状維
持

国規
定

府・
一部

施設
整備

6
生命財産
権利保護

AA
現状維

持

現年発生林業用施設災害復旧事業（繰越） 農林整備課
AA

現状維
持-

市民 直・委・補
-            11,055     

現状維
持

国規
定

国・
一部

施設
整備

6
生命財産
権利保護

-            3,263       
市民 委・補 AA

現状維
持

現状維
持

国規
定

府・
一部

施設
整備

4
民間補完
福祉増進

団体 直・委
30,120     5,918       

(720)

現状維
持

国規
定

単費
施設
整備

4
民間補完
福祉増進

A
現状維

持

A
現状維

持-
団体 負

-            1,470       

現状維
持

国規
定

他
施設
整備

AA
現状維

持(3,177)
団体 直・委・負 4

民間補完
福祉増進

18,685     7,021       

現状維
持

国規
定

単費
サー
ビス

A
現状維

持
6

生命財産
権利保護

換地処理事業 農林整備課

(2,010)
市民 直・委

2,010       12,901     

B
終了・
廃止

2
特定サー

ビス
終了・
廃止

-            1,150       

-

土地改良区育成事業 農林整備課

土地改良区の運営経費（人件費）に対し補助金による支援（3団体）
団体 補単費

サー
ビス

なし

現状維
持

市規
定

単費
維持
管理

AA
現状維

持-
団体 委 4

民間補完
福祉増進

-            2,394       

現状維
持

市規
定

単費
維持
管理

AA
現状維

持
4

民間補完
福祉増進

7,950       24,676     

(565)
団体 直・委

現状維
持

市規
定

単費
維持
管理

4
民間補完
福祉増進

団体 補
3,800       5,332       

(3,800)

－義務 単費 － － －

AA
現状維

持

AA
終了・
廃止-

－ －
-            4,620       

－義務 単費 － AA
終了・
廃止(4,754)

－ － － －
4,754       707         

統合
（整理）

なし 単費
サー
ビス

統合
（整理）

個性魅力 B

B

-
他 委 3

-            

個性魅力
-            統合

（整理）
なし

府・
一部

サー
ビス-

1,813       統合
（整理）

3

3 個性魅力

市民 直・委

A 縮小
(500)

団体 補
1,000       

縮小
府規
定

-
市民

ふるさと共援活動支援事業 農政課 府・
一部

サー
ビス「ふるさと共援組織」を結成し集落の再生計画づくりと実践活動に対して補助金を交付（5集落）

市内の朝市・直売所（19店）による朝市イベントの開催経費（来場者数　約3,000人）

2,600       

休止なし 単費
サー
ビス

B 休止直 3
-            地産地消取組支援事業 農政課 166         

個性魅力

市規
定

単費
サー
ビス農業イベントに対して補助金を交付（6回）

B 縮小
(1,896)

市民 補 3

終了・
廃止-

市民 直・委・補 3 個性魅力
終了・
廃止

国規
定

府・
一部

縮小
2,896       

個性魅力

施設
整備

-            

A

A

終了・
廃止-

直・委・補 3

488,392   726,620   
計

生命財産
権利保護

終了・
廃止

A
終了・
廃止

ため池等農地災害危機管理対策事業（繰越） -            国規
定

府・
一部-

終了・
廃止

A

-            国規
定

府・
一部ため池の洪水吐、取水施設等の改修工事を実施（4箇所）

ため池等農地災害危機管理対策事業

農村災害対策整備事業 農林整備課
市民

50,879     34,400     国規
定

府・
一部(8,905)

施設
整備

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業 農政課 41,322     -            

現状維
持

1,136       市規
定

A

国規
定

府・
一部

施設
整備

市民 個性魅力
終了・
廃止

単費
サー
ビス

団体 直・補 拡大
農山漁村体験型旅行協議会に対して補助金を交付 (1,136)

3 個性魅力 拡大 AA

なし 単費
サー
ビス

市民 直 3 個性魅力
統合

（整理）
A

統合
（整理）

都市農村交流の推
進

農村ｺﾐｭﾆﾃｨ再生･活性化事業 農政課 85           

農政課 275         

農園付宿泊施設（3棟）等の建築及び使用者募集

63,830     

農園付宿泊施設（7棟）等の建築

2,543       

直・委 3 個性魅力
現状維

持地域資源の利活用
AA

現状維
持

なし 単費
維持
管理

市民
猪･鹿肉処理施設運営管理事業 農林整備課

「京たんご　ぼたん・もみじ比治の里」の維持管理及び運営（処理頭数：猪90頭、鹿236頭） (8,213)

8,353       11,165     

農家民宿の開業研修会等の経費（研修会5回） -

-            

- 2 -



01

Ⅰ ②

① ②

○　農業経営基盤強化資金利子補給金 677千円

農業経営基盤強化資金を借り入れた認定農業者　（11人、14件）

○　農業災害利子補給金 3千円

農業災害資金を借り入れた農業者（1人、1件）

　対象者に利子助成を行い、農業経営基盤の強化・安定を推進することができた。

　農業経営基盤強化資金を借り入れた認定農業者及び農業災害資金を借り入れた農業
者に対して利子補給助成を行った。

農業災害資金利子補給費補助金（1/2） 1千円

05利子補給助成事業

決算書 Ｐ.218

681千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 農業経営基盤強化資金利子補給費補助金（1/2）

　農業制度資金を借り入れた農業者に利子助成し、安定的な農業経営を図る。

339千円

府補

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 03農業振興費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

680千円

目
的

評
価
・
課
題
等

利子補給助成事業

農林水産環境部／農政課

1千円 99.8 %

不 用 額

- 3 -

01

Ⅰ ②

① ②

○農作物等猛暑関連被害緊急対策事業補助金 10,568千円

　・秋冬野菜初期成育安定事業 5,414千円

　・茶･果樹樹勢回復、改植事業 5,154千円

　記録的な猛暑の影響により農産物等の収量減や品質低下、生育不良等が発生したため、必
要な資材等の購入に対して緊急支援を実施し、農業経営の安定を図る。

　記録的な猛暑の影響により農産物等の収量減や品質低下、生育不良等が発生した農家に必要な
資材等の購入に対して緊急支援を実施し、農業経営の安定を図ることができた。

　秋冬野菜や茶、果樹の収量減や品質低下、生育不良等が発生したため、農業経営の
安定を図ることを目的として、被害を受けた農家組織の必要な資材等の購入に対して
補助金を交付した。

京丹後市茶生産組合

合　　計 10,311千円 5,154千円

267千円 肥料

6,174千円 3,086千円 肥料、茶樹ほか

1,588千円 肥料

213千円 肥料

灌水用ポンプ

事業主体 事業費 補助金 導入資材

5,414千円

AFグループ 1,783千円 891千円
遮光資材･灌水用資材

久美浜町砂丘特産研究会 906千円 452千円

ＪＡ京都京野菜部会峰山支部

丹後町施設園芸生産組合

灌水用資材

遮光資材

遮光資材

遮光資材

遮光資材

1,664千円 遮光資材

弥栄町施設園芸部会

産直組合京たんご 426千円

535千円

ＪＡ京都京野菜部会
久美浜支部水田施設園芸組合

3,329千円

合　　計 10,835千円

網野町果樹生産協議会

久美浜町梨生産協議会 3,176千円

弥栄町加工契約野菜生産部会

887千円 443千円

1,127千円 563千円

578千円 289千円

2,225千円 1,112千円

補助金

基本方針 計画項目

10,568千円

決 算 額 最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

導入資材

(②－①)

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

事 業 所 管 課

06農林水産業費

10,568千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農産物等猛暑関連被害緊急対策事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 農産物等猛暑関連被害緊急対策事業補助金（1/2）

事業主体 事業費

15農産物等猛暑関連被害緊急対策事業

決算書 Ｐ.222

03農業振興費

10,568千円

- 4 -
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Ⅰ ②

① ②

○雪害支援緊急対策事業費補助金 73千円

■平成23年度への繰越事業

雪害支援緊急対策事業費補助金 平成23年7月完成

（パイプハウス緊急復旧対策事業）

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 雪害対策緊急支援交付金（1/2） 36千円

補助金

目
的

評
価
・
課
題
等

雪害支援緊急対策事業

5,894千円

　平成22年12月から平成23年1月の大雪により被害を受けた農業用施設の復旧や農作業に
必要な道路の除雪等に要した費用の一部を助成し農業者の経営安定を図る。

  大雪により被害を受けた農業用施設の復旧や農作業に必要な道路の除雪等に要した費用の一部を
助成することにより、農業者の経営安定を図ることができた。

　被害を受けた農業用施設の復旧や農作業に必要な道路の除雪等に要した費用の一部
を助成することにより、農業者の経営安定を図ることを目的として、被害を受けた農
家組織に対して補助金を交付した。

決 算 額

1.2 %5,967千円

06農林水産業費

不 用 額

計画項目

最 終 予 算 額

73千円

01農業費

基本方針

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

18雪害支援緊急対策事業

決算書 Ｐ.222

03農業振興費

交流経済都市 農林業の振興

執 行 率(②－①)

備　　　考

5,894千円

道路除雪

事業主体 事業費

国営大井団地管理組合

国営壱分団地管理組合

合　　計

道路除雪

参考
事故繰越しを除いた最終予算額 73千円

実質的な予算執行率 100.0％

148千円

37千円

36千円

73千円

75千円

73千円

- 5 -

01

Ⅰ ②

① ②

○農業経営改善支援センター嘱託員報酬（1人、12か月） 1,827千円

○社会保険料、雇用保険料 277千円

○費用弁償 114千円

○農業技術者協議会負担金 3,000千円

＜活動実績＞

・認定農業者認定数  71人 （新規10人、更新61人）

・農業法人育成数 1法人

・経営改善相談活動

相談活動日数 延べ 90日

対象人数 延べ 72人

・認定農業者等研修会

開催日：平成23年3月9日

会　場：アグリセンター大宮

内　容：慣行農業から有機農業への転換について

参加者：約100人

　認定農業者・集落営農等の担い手の育成及び農用地の利用集積の推進により、市内全体の農業
振興を図った。

農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者の審査機関としての機能をもった農業
技術者協議会において、個別具体的な経営基盤強化の推進について検討を行った。ま
た、認定農業者・集落営農等の担い手育成のため、経営相談、経営改善計画の作成指
導を行う農業経営改善支援センターを設置し、経営基盤強化の促進に資する活動を
行った。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

5,218千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業技術者協議会活動促進事業

農林水産環境部／農政課

1千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目

5,219千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 農業技術者協議会委託金

01農業技術者協議会活動促進事業

決算書 Ｐ.222

2,218千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　農業経営基盤強化促進法に基づき、農業振興を図るために設置された農業技術者協議会の
活動を支援する。

04農政推進費

交流経済都市

- 6 -
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Ⅰ ②

① ②

○遊休農地利活用推進経費

・遊休農地利活用推進嘱託員報酬（1人）  405千円

（4月～6月）

・社会保険料 　60千円

・費用弁償 　13千円

　※遊休農地対策が農地法に規定されたことにより、農業委員会の事業に新たな補助

　　事業が創設されたため、7月以降は農業委員会の事業として取り組んだ。

○京都府農業開発公社からの農地保有合理化事業業務受託に係る経費

・消耗品費  104千円

・通信運搬費    75千円

農地保有合理化事業実績

売渡 2件 峰山町、網野町 3,770㎡

借入・貸付 126件 大宮町、網野町、弥栄町、久美浜町 229,865㎡

　新規就農者及び農家へ市内の遊休農地等の紹介・斡旋等の調整を行い、遊休農地の利活用及び
解消に向けた取り組みが図られた。

　嘱託員が、新規就農者及び農家へ市内の遊休農地等の紹介・斡旋等の調整を行い、
遊休農地の利活用及び解消に向けた取り組みを行った。

179千円

03農地流動化対策事業

決算書 Ｐ.222

658千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 農地保有合理化促進事業等業務委託金

　新規就農者拡大と農家の規模拡大をめざし、新規就農者及び農家へ市内の遊休農地等の紹
介・斡旋等の調整を行い、遊休農地の利活用及び解消に向けた取り組みを行う。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 04農政推進費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

657千円

目
的

評
価
・
課
題
等

新規就農等拡大のための遊休農地利活用推進事業

農林水産環境部／農政課

1千円 99.8 %

不 用 額
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04

Ⅰ ②

① ②

　

○農地継承円滑事業費補助金 54千円

： （国営鹿野1団地（久美浜町））

： （107a×20千円/10a）

： （214千円×補助率1/4（市））

　京都府農業開発公社が農地バンクから借り入れた農地の管理経費について支援し、農地を良好
な状態で維持することができた。

　該当農地の維持管理に必要な経費について、京都府農業開発公社に対して補助金を
交付した。

03農地流動化対策事業

決算書 Ｐ.222

54千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

　京都府農業開発公社が農地バンクにより地主から借り入れた農地を優良な状態で担い手に
集積するため、その農地の維持管理経費について支援する。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 04農政推進費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

54千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農地継承円滑事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

補 助 金 額

214千円

54千円

107a公 社 借 入 面 積

事 業 費
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05

Ⅰ ②

① ②

○農地利用集積交付金

　農地利用集積円滑化事業によって利用権が設定された農地の面積に応じて交付金を

交付するもの。

実施地区：国営永留6団地（久美浜町）　15.3ha　

交付額：交付単価20千円/10a×15.3ha＝3,060千円

　農地利用集積円滑化事業により、地域における意欲ある農業者に対して農地の利用集積を行う
ことができた。

　地域における意欲ある農業者に対する農地の利用集積を促進することを目的とし
て、農地の利用集積を行った農業者に対して交付金を交付した。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

3,060千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農地利用集積円滑化事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

3,060千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 農地利用集積円滑化事業補助金

03農地流動化対策事業

決算書 Ｐ.222

3,060千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

3,060千円

　農業経営基盤強化促進法に規定された農地利用集積円滑化事業により、地域における意欲
ある農業者に対する農地の利用集積の促進を図る。

04農政推進費

- 9 -
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Ⅰ ②

① ②

○農業団体等育成強化事業補助金 475千円

　・地域農業担い手活動支援事業（1団体）

　京丹後市有機農業推進協議会（除草機）

事業費　　350千円 175千円

　・集落営農団体等活動活性化事業（1団体）

　岩木営農組合（歩行型田植機）

事業費　　600千円 300千円

　農業団体による作業の効率化・合理化が推進され、農家経営の安定と組織の育成強化に繋がっ
た。

　高齢化が進み、担い手が不足する中、集落･地域営農組織へ農地集約や作業受託を
促進するため機械導入に対して補助金を交付した。

細 事 業 名

総 合 計 画 交流経済都市 農林業の振興

最 終 予 算 額

06農林水産業費

475千円

農業団体等育成強化事業

基本方針 計画項目

予 算 科 目

不 用 額 執 行 率(②－①)

　活力のある地域農業の実現をめざし、積極的な活動を行う農業団体等の育成支援を行う。

04農業団体等育成強化事業

決算書 Ｐ.224

01農業費 04農政推進費

475千円

決 算 額

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

事 業 所 管 課

目
的

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要
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01

Ⅰ ②

① ②

○認定農業者支援事業補助金

 ・経営規模拡大支援事業 8件 2,825千円

  件数

峰山町 2件 乗用田植機（直播ユニット付き） 2,380千円 390千円

フォークリフト 1,050千円 390千円

網野町 2件 乾燥機 1,250千円 390千円

コンバイン 4,500千円 390千円

丹後町 1件 コンバイン 5,000千円 390千円

弥栄町 3件 乗用田植機（直播ユニット付き） 2,830千円 390千円

畦塗機 683千円 265千円

運搬車 565千円 220千円

○農業経営者会議支援事業補助金 100千円

 ・地元産食材による学校給食の先進地視察（高知県南国市・愛媛県今治市）

H23.2.23～24　　参加者：13人

 ・市内小中学校給食「京丹後の新米・サワラの日」の実施（H22.10.1）

 ・アグリフードEXPOへの参加（アジア太平洋トレードセンター（大阪市））

H23.2.15　　参加者：17人

(②－①)

補助対象事業費

　地域農業の振興及び活性化のために認定農業者（担い手農家）の営農及び組織運営・活動
を支援する。

　認定農業者の育成と経営安定に大きな役割を果たしており、今後も地域担い手育成・支援のた
め有効である。

　高齢化が進み、担い手が不足する中、認定農業者へ地域内の農地集約や作業受託が
進むよう営農改善計画による機械導入にかかる費用を支援した。
　また、認定農業者間の交流・情報交換の場として設置した「経営者会議」の活動を
支援し積極的な事業の推進と円滑な組織運用を図るため、補助金を交付した。

細 事 業 名

事 業 所 管 課

補助金額

2,925千円2,925千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農林水産環境部／農政課

計画項目

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

執 行 率決 算 額

区分 内　　　容

主
な
財
源

総 合 計 画

最 終 予 算 額

06農林水産業費予 算 科 目

基本方針 交流経済都市

05認定農業者対策事業

決算書認定農業者対策事業

0千円 100.0 %

不 用 額

Ｐ.224

農林業の振興

01農業費 04農政推進費
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02

Ⅰ ②

① ②

○就農研修資金償還金助成金 8,038千円

　峰山町 1人 550千円

　大宮町 4人 2,880千円

　網野町 1人 720千円

　丹後町 0人 0千円

　弥栄町 5人 3,168千円

　久美浜町 1人 720千円

　 合　計 12人 8,038千円

　新規就農者の研修・経営安定に非常に有効な支援であり、新規就農者の確保・育成に役立って
いる。

　京都府就農研修資金を借り受け就農研修を行った後、条件不利地域に就農する者に
対し、研修資金の償還に対する助成を行った。

　就農研修資金を借り受けた者のうち、年齢や就農地の一定要件を満た
す者に対し、5年間就農後、研修資金の償還に対し助成した。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

06農林水産業費

8,038千円

目
的

評
価
・
課
題
等

就農研修資金償還金助成事業

予 算 科 目

総 合 計 画

04農政推進費

細 事 業 名

01農業費

交流経済都市

 対象者数

基本方針 計画項目

最 終 予 算 額

農林業の振興

8,038千円

不 用 額

補助金額

07新規就農者育成事業

決算書 Ｐ.224

4,019千円

0千円

執 行 率(②－①)

100.0 %

　就農研修の後、条件不利地域で営農開始する就農者の就農初期における負担を軽減するこ
とで新規就農者の確保・育成を図る。

決 算 額

主
な
財
源

府補 就農研修資金償還金助成事業費補助金（1/2）

区　分

- 12 -



02

Ⅰ ②

① ②

　地域農業の担い手となる法人を設立し、土地利用調整、法人経営研修を行った。

　また、適正施肥に必要な土壌分析、法人運営関係備品の整備を行った。

○経営体育成促進事業 806千円

　＜会議等開催回数＞

農地集団化調整8回、農地流動化調整8回、事業推進検討会20回、

生産組織育成強化16回、農業機械利用再編6回

・旅費（研修） 119千円

・需用費（事務費） 192千円

・役務費（土壌分析手数料） 235千円

・使用料及び賃借料（先進地視察バス借上料） 144千円

・備品購入費（スチール保管庫・予定表） 116千円

事 業 所 管 課

06農林水産業費

806千円

目
的

評
価
・
課
題
等

経営体育成促進事業

農林水産環境部／農政課

4千円 99.5 %

11府営土地改良事業費 04経営体育成基盤整備事業

　農業法人を設立し、土地利用調整による法人への農地集積を進めるとともに、法人経営の研修
を行い、将来の地域農業の担い手育成が図られている。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

最 終 予 算 額

経営体育成促進事業補助金

不 用 額

計画項目

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

分担金 経営体育成促進事業分担金

決 算 額

主
な
財
源

交流経済都市

決算書 Ｐ.232

100千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　経営体育成基盤整備事業（森本地区）完了後の適正な農業経営のための営農組織（法人）
の設立、土地利用調整、法人の経営研修等を支援する。

810千円

基本方針

600千円府補
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02

Ⅰ ②

① ②

・事業名 森本地区農業共同作業場新築事業

・工事内容 木造平屋建　　260㎡

・事業費

　（内訳）

工事請負費

設計監理費

　経営体育成基盤整備事業（森本地区）により完成する大区画水田の営農に向け、活動拠点
となる共同農作業場を整備することで、農業振興を図る。

　大区画ほ場整備事業が進行している地区に農業の拠点施設を整備し、農業経営の安定と農業の
振興が図れる体制整備が進んだ。

市債 森本共同作業場整備事業債（辺地対策債） 22,700千円
主
な
財
源

諸収入 森本共同作業場整備費受益者受入金

Ｐ.228

決 算 額

決算書

1,453千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,544千円

22,668千円

24,212千円

24,213千円

農林業の振興

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

08農業関連施設費

基本方針

事 業 所 管 課

06農林水産業費

24,212千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業関連施設整備事業

農林水産環境部／農政課

1千円 99.9 %

02農業関連施設管理運営事業

最 終 予 算 額 執 行 率(②－①)

計画項目

不 用 額
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01

Ⅰ ②

① ②

○ほ場整備工事により、平成22年度に6.0haの区画整理が完成した。

・府営経営体育成基盤整備事業負担金

市負担金 35,000千円×10%

地元負担金 35,000千円×7.5% （42千円減免後）

（参考）

　事業期間 平成20年度～平成25年度

　区画面積 A=37.7ha（田36.5ha、畑1.2ha）

　平成22年度末までの完成面積 A=24.7ha

○京都府から換地処分等の事務委託を受け、一時利用地指定の事務を行った。

・ 換地委員賃金（12人）

・ 需用費（事務用品）

・ 換地業務委託料

　　　合　　計

決 算 額

04経営体育成基盤整備事業

　大宮町森本地区において、大区画のほ場整備を推進し、地域農業の再編と農用地の集団化、担
い手育成等を総合的に実施し、農用地の効率的な利用と担い手の経営の安定化を図る。

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 11府営土地改良事業費

決算書 Ｐ.232

6,965千円

事 業 所 管 課

06農林水産業費

6,963千円

目
的

評
価
・
課
題
等

経営体育成基盤整備事業

農林水産環境部／農林整備課

基本方針 計画項目

予 算 科 目

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

分担金 経営体育成基盤整備事業分担金

6,083千円

880千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

不 用 額

2千円 99.9 %

　大区画のほ場整備により、事業の目的である農業生産法人への農地の集積が進められ、効率的
な農業経営が図られつつある。

294千円

9千円

577千円

2,583千円

府委 換地業務委託金 879千円

3,500千円

2,583千円

市債 経営体育成基盤整備負担金事業債（一般公共事業債） 3,100千円
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Ⅰ ②

① ②

○水田農業振興推進補助金 24,449千円

特別栽培米産地化育成事業 1,462,268㎡×10,000円/10a 14,623千円

470,097㎡×5,000円/10a 2,350千円

良質米生産奨励助成事業 74,755袋×100円/袋 7,476千円

○数量円滑化推進事業の円滑な推進に係る経費 42千円

　・需用費 （消耗品費）

　・使用料及び賃借料 （パソコンリース料）

○臨時職員経費（1人×5か月） 731千円

○食味計点検経費 100千円

○水稲有機栽培実証事業（トライアル農地＝久美浜町女布） 284千円

　・報償費 （講師謝金）

　・旅費 （出張旅費）

　・需用費 （肥料代ほか）

　・役務費 （通信費）

　・委託料 （農地管理委託料）

　・使用料及び賃借料 （有料道路通行料）

　戸別所得補償モデル対策への加入推進により、全国的な米価下落に対して多くの農家が補償さ
れ農家経営の安定に寄与した。
　特別栽培米は、団地化助成により同一の作付方法での集団化が図られた。

　水田農業の振興を図るため、戸別所得補償モデル対策を推進するとともに、売れる
米づくり推進のため、特別栽培米と良質米への取り組みに助成した。また、水稲有機
栽培実証事業を行いブランド力強化や品質基準の研究に取り組んだ。

29千円未来づくり交付金（6次産業創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業）

01水田農業振興推進事業

決算書

684千円

Ｐ.224

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　農業者戸別所得補償制度の円滑な推進を図るとともに、安全・安心で美味しい米作りによ
る水田農業の振興を推進する。

25,913千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 数量円滑化推進事業費補助金

最 終 予 算 額

府補

185千円

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 05水田農業振興費

交流経済都市

事 業 所 管 課

06農林水産業費

25,606千円

目
的

評
価
・
課
題
等

水田農業振興推進事業

農林水産環境部／農政課

307千円 98.8 %

不 用 額

25千円

17千円

8千円

37千円

17千円

33千円

4千円
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Ⅰ ②

① ②

○中山間地域等直接支払制度推進事業 544千円

　本制度の定着に向けて行う推進事務、協定農用地農業生産活動等の実施につい

ての確認事務、直接支払交付金の交付事務経費

・推進事務　 397千円

・確認事務　 103千円

・交付事務　　 44千円

○中山間地域等直接支払制度事業補助金 57,224千円

　集落協定及び個別協定を締結し、5年間以上継続して農業生産活動等を行う農

業者等に対し、その経費について交付金を交付した。

峰山町

大宮町

網野町

丹後町

弥栄町

久美浜町

集落協定 個人協定

0

0

1

6

　中山間地域等において、農業生産活動等の維持を通じて、耕作放棄の発生を防止し、多面
的機能を確保する取り組みを支援する。

農業生産条件が不利な中山間地の傾斜のある農地を維持管理する集落等41協定（急傾斜
245ha、緩傾斜75ha）において交付金を活用した共同取組活動等による農業生産活動を行い、
中山間地域等における耕作放棄地の発生を防止することができた。

耕作放棄地の増加等により多面的機能の低下が特に懸念されている中山間地域等におい
て、農業生産活動等の維持を通じて、耕作放棄の発生を防止し、多面的機能を確保する観点
から、農振農用地区域内の1ha以上の農地に対して、5か年（平成22年度～26年度）の協定
を基に中山間地域等に直接交付金を支払った。

42,918千円

府補 中山間地域等直接支払制度推進事業補助金 541千円

02中山間地域等直接支払制度事業

決算書 Ｐ.222

57,771千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 中山間地域等直接支払制度事業補助金（3/4）

交　付　額区　分

合　計

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 04農政推進費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

57,768千円

目
的

評
価
・
課
題
等

中山間地域等直接支払制度事業

農林水産環境部／農政課

3千円 99.9 %

不 用 額

521千円

9,882千円

688千円

6,637千円

5,191千円

34,305千円

57,224千円

1

1

0

40

23

0

0

0

3

7
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Ⅰ ②

① ②

○中山間地域等特産物育成事業補助金 2,612千円

（京の黒大豆・小豆等産地づくり事業）

・市場営農組合　黒大豆脱粒機1台 612千円

　 事業費：1,227千円

・誠農海部株式会社　乗用防除機1台 2,000千円

　 事業費：4,000千円

　黒大豆の生産拡大を推進する市内農業団体の機械設備強化により農作業の効率化・省力化が可
能となり、黒大豆の安定生産を行う体制が整備された。

　黒大豆の生産拡大を推進する市内農業団体に対し、農作業の効率化・生産安定に必
要な農業機械の導入を支援し、黒大豆産地の維持強化を図った。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

2,612千円

目
的

評
価
・
課
題
等

中山間地域等特産物育成事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

2,612千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 中山間地域等特産物育成事業補助金（40/100）

03中山間地域等特産物育成事業

決算書 Ｐ.226

2,090千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　経営規模が小さい中山間地域において、収益性のある黒大豆等の振興を図るため、産地
化・ブランド化につながる農業用機械の導入を支援する。

05水田農業振興費

交流経済都市
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01

Ⅰ ②

① ②

農地・農業用施設整備において、地元区・農家の借入金に対して補助金を交付する。

・ 久住営農飲雑用水施設整備事業借入償還補助金

平成9年度借入分 償還額

（平成34年度完了）

平成10年度借入分 償還額

（平成35年度完了）

付した。

・ 担い手育成支援事業補助金

久美浜町出角地区　ほ場整備事業借入利子補給分（平成25年度完了）

・地元区・農家の借入金に対して補助金を交付することで、負担軽減が図れた。

155千円

事 業 所 管 課

評
価
・
課
題
等

資金に係る利息に対して、財団法人全国土地改良資金協会からの助成金を補助金として交

農林水産環境部/農林整備課

主
な
財
源

農林業の振興交流経済都市

50農地一般経費

決算書
久住営農飲雑用水施設整備事業借入償還補助金、
担い手育成支援事業補助金（農地一般経費）

基本方針 計画項目

06農林水産業費

4,213千円

3,248千円

01農業費 10農地費

0千円 100.0 %

不 用 額

747千円

執 行 率(②－①)

747千円

目
的

予 算 科 目

決 算 額

細 事 業 名

総 合 計 画

155千円

334千円

258千円

あたり、久住区が借り入れた資金に対して補助金を交付した。

最 終 予 算 額

諸収入

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

担い手育成支援事業助成金

　府営中山間地域総合整備事業にて、久住区に飲料用及び営農用の水源施設を整備するに

　出角地区で行われた土地改良事業において、地元（出角地区推進委員会）が借り入れた

592千円
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01

Ⅰ ②

① ②

○茶の極み塾の運営に係る負担金 1,000千円

　茶の極み塾・京丹後の活動実績（活動実績額2,650千円）

  ・講義指導 16回 参加延べ人数 104人

茶業経営・栽培個別指導・緑茶審査技術研修会

品質改善研修・乗用型機械安全講習会

  ・実施研修 19回 参加延べ人数 141人

赤焼病防除講習・被覆資材管理実習・点滴施肥管理実習

製茶機械メンテナンス研修

  ・その他 10月 　茶商との交流会　京都府宇治市17人参加

3月 　茶商との交流会　京都府宇治市28人参加　　

　平成22年5月から新設の製茶工場が稼動し、初めての荒茶製造を茶農家が主体となって取り組
んだ。

　生産者の栽培及び製茶技術の研修指導、先進地の視察等を行う「極み塾」の運営に
係る負担金を京都府、京都府茶業会議所とともに支援を行った。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

1,000千円

目
的

評
価
・
課
題
等

茶の極み塾支援事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

1,000千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

02茶生産特別支援事業

決算書 Ｐ.218

農林業の振興

執 行 率(②－①)

   国営開発農地における茶生産の振興を図るため、荒茶加工の製造実習及びお茶の生産技術
向上に向けた指導等を実施して茶生産者を育成する。

03農業振興費

交流経済都市
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Ⅰ ②

① ②

　お茶生産農家の作業効率を改善するため機械導入について補助金を交付した。

　また、茶園拡大のための新規植栽に対して補助金を交付した。

○茶生産振興対策事業費補助金 3,678千円

（単位：千円）

共同製茶等省力化推進事業

（乗用型摘採機　1台）

共同製茶等省力化推進事業

（肥料散布機械アタッチ）

優良茶園振興事業

（新規植栽　0.3ha）

   お茶の一大産地となるよう茶園の拡大並びに機械の導入による省力化を進め、茶生産の振興を
図る。

・機械導入により作業の効率化と省力化が図られるとともに、共同利用による農家のコスト低減
が図れた。また、大規模機械化体系の整備により市における茶園目標面積の50haに近づく48ha
に拡大できた。
・前年度から、茶栽培に取り組む農家が増えていないため、栽培面積の増加が鈍化している。生
産者のさらなる所得の安定化を図り、茶の栽培農家を増やすことが課題となっている。

3,678千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 茶業振興対策費補助金（40/100）

基本方針 計画項目

最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

3,678千円

目
的

評
価
・
課
題
等

優良茶園振興事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

合　　　　　　　　　　　計

京丹後製茶株式会社

福喜農園株式会社

京丹後市茶生産組合

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

02茶生産特別支援事業

決算書 Ｐ.218

03農業振興費

2,943千円

3,678

4,900 2,450

1,0752,150

307 153

7,357

事業実施主体 事      業       名 総事業費  補助額
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Ⅰ ②

① ②

○担い手経営展開支援リース事業（機械器具借上料） 509千円

（平成18年度～平成22年度）

（単位：千円）

　　　事業実施主体

有限会社ワタミファーム 担い手経営展開支援リース事業

・トラクター 3台

・全面マルチャー 1台

　入植した農業法人への機械リース料を支援したことにより、経営の安定が図られている。

　農地有効活用と地域農業振興を図るため入植した農業法人ワタミファームの機械導
入に伴うリース料の一部を助成した。

事 業 所 管 課

509

農林水産環境部／農政課

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

目
的

509千円

決 算 額

　国営開発農地に誘致した農業法人の営農を支援する。

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

01農業費06農林水産業費

交流経済都市 農林業の振興基本方針 計画項目

100.0 %509千円

執 行 率(②－①)

0千円

最 終 予 算 額

06農業法人誘致対策事業

決算書 Ｐ.224

04農政推進費

農業法人誘致対策事業

不 用 額

総事業費

2,956

事　業　名 決算額
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Ⅰ ②

① ②

○経営構造対策事業費補助金

・事業主体：㈱かね正アグリシステム

【事業内容】　

　ビニールパイプハウス（5棟）　　

　灌水施設（ほ場内0.86ha分）

　ビニールパイプハウスや灌水施設が完成し、農作物が年間を通して生産可能となり、農業経営
の安定が図れた。

　農業法人が、国営開発農地で農作物を生産するためのビニールパイプハウスや灌水
施設導入に対して補助金を交付した。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

4,411千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農産物集出荷貯蔵施設等整備支援事業（繰越）

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

4,411千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

11経営構造対策事業

決算書 Ｐ.224

農林業の振興

執 行 率(②－①)

4,411千円

　農業法人が、主に国営農地で生産した農作物の集荷・選別・貯蔵・出荷を行う集出荷貯蔵
施設・設備等に対して支援する。

04農政推進費
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Ⅰ ②

① ②

　国営土地改良事業に係る市及び受益者の負担金について、規定償還と繰上償還を行う。

　また、国営開発農地内の市有農地に係る賦課金を土地改良区に支払う。

　負担金の計画的な償還及び繰上償還により、市及び受益者の負担軽減が図られた。　

　また、国営開発農地で整備された施設の維持管理が図られた。

・ 国営丹後土地改良事業費負担金

・ 丹後土地改良区賦課金（10ａ当り2,000円）

02国営開発農地維持管理事業

・繰上償還を行うことで償還利息の軽減が図られた。今後も償還利息の軽減のため、引き続き繰
上償還を行い、早期償還を図る。
・滞納者が増加しているが、昨年よりも納付交渉を密に行うことで、滞納金の徴収額が増加し
た。今後も引き続き納付交渉を密に行っていく必要がある。

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 10農地費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

06農林水産業費

目
的

評
価
・
課
題
等

国営丹後土地改良事業負担金

基本方針 計画項目

5,723千円

113,788千円

市負担金

Ｐ.230

決 算 額 (②－①)

予 算 科 目

国営農地開発事業負担金

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

113,788千円

84千円

7,102千円

負担金 国営農地開発事業負担金滞納繰越分

交流経済都市

99.9 %

不 用 額

2千円113,872千円

決算書

100,001千円

30,644千円

83,144千円

受益者負担金 計

113,874千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

負担金

13,787千円

規定償還額

繰上償還額

17,701千円 12,943千円

844千円

網野町

面積

97.3a

82,300千円

計

弥栄町

三坂団地・大野団地

郷団地

芋野団地・木橋２団地

町名 団地名

大宮町

10.0a

313.1a

賦課金額

19千円

2千円

63千円

- 24 -



01

Ⅰ ②

① ②

○受胎向上対策補助金 199千円

和牛・乳用牛の人工授精及び授精卵移植に対する補助

受精卵移植回数 乳牛： 24回

人工授精回数 乳牛： 367回 、和牛：190回

事 業 所 管 課

06農林水産業費

199千円

目
的

評
価
・
課
題
等

受胎向上対策補助金（畜産振興一般経費）

農林水産環境部/農政課

0千円 100.0 %

 繁殖に係る技術経費を助成することで、畜産経営の安定化、生産基盤の強化を図る。

199千円

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

基本方針

最 終 予 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府委 家畜伝染病予防事務委託金

50畜産振興一般経費

決算書

07畜産業費

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市 計画項目

不 用 額

21千円

・乳牛、和牛の受胎率向上や畜産農家の経営安定を図る対策として効果があった。
・京丹後市は府内でも有数の畜産地帯であり、今後もさらに受胎向上を図る必要がある。
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Ⅰ ②

① ②

＜6次産業創造プロジェクト事業の主な内容＞

・トライアル農地の田植え

開催時期：5月24日、12人参加

・トライアル農地の除草作業と意見交換会

開催時期：6月27日、30人参加

・トライアル農地の稲刈り

開催時期：9月21日、30人参加

・京都吉兆流の美味しいご飯の炊き方教室

開催時期：9月25日、40人参加

・ホッと丹後（京都市）で丹後産コシヒカリPR事業

開催時期：2月1日から3月31日までの2か月間

○ 報酬（政策企画委員1人・プロジェクトチームアドバイザー3人） 154千円

○ 旅費（事業参加者費用弁償・職員出張旅費等） 331千円

○ 需用費（事務用品、米袋（3合用・5合用　各20,000枚）） 234千円

○ 使用料及び賃借料（有料道路通行料） 1千円

○ 備品購入費（丹後産コシヒカリPR事業用の精米機） 127千円

・「丹後産コシヒカリの品質向上、販売価格向上に関すること」に特化した事業を行った。
・トライアル農地事業（水稲有機栽培実証事業）を2か年実施し、H23年度は3か年の研究成果
を基に水稲有機栽培の指標などを作成する予定である。
・米の販売価格向上として行ったお米の対面販売はおいしいと好評であり販売者（ホッと丹後）
が継続して行っている。

専門委員（京都吉兆代表取締役社長徳岡氏等）を委嘱して、農業者の所得向上と6次産
業化推進のため、コシヒカリによる水稲有機栽培実証事業（トライアル農地＝久美浜町
女布）の2年目の取り組みを行った。

また、ホッと丹後（京都市）で米の販売価格向上の取り組みの一環として、消費者に
対面で精米したての丹後産コシヒカリの量り売りを行った。

71千円

036次産業創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務

決算書 Ｐ.216

932千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（6次産業創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業）

　本市の基幹産業である農林水産業の6次産業化を積極的に推進し、生産者の所得及び意欲の向上
や雇用の創出・安定を図るため、専門家からのアドバイスを受ける。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 02農業総務費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

847千円

目
的

評
価
・
課
題
等

6次産業創造ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事務

農林水産環境部／農政課

85千円 90.8 %

不 用 額
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Ⅰ ②

① ②

○パイプハウス等整備事業費補助金 10,953千円

（単位：千円）

（内訳）

京都農業協同組合 パイプハウス整備 丹　後

事業（14棟） 弥　栄

久美浜

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

決算書 Ｐ.218

10,953千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

10,953千円

決 算 額

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 京野菜こだわり産地支援事業費補助金（1/2）

事業実施主体

18,256 10,953

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

ﾊﾟｲﾌﾟﾊｳｽ整備事業

基本方針 計画項目

03農業振興費06農林水産業費 03ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ農産物育成支援事業

0千円 100.0 %

不 用 額

10棟

補助金額 備　　考総事業費

　施設の整備等を支援し、農産物のブランド化・生産性の向上等、京野菜の産地づくりを図る。

　水菜・九条ねぎを中心とした京野菜振興を図るため、京都農業協同組合を通じてパ
イプハウスの整備を補助し、産地の形成に取り組んだ。

2棟

9,128千円

2棟

目
的

評
価
・
課
題
等

　水菜・九条ねぎを中心とした京野菜振興を図るためパイプハウスの補助を行い、栽培農家の負
担軽減を図り経営と所得安定に貢献した。

事　業　名

主
な
財
源
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03

Ⅰ ②

① ②

○有機農業推進計画検討委員謝金 　124千円

（委員数：18人・開催回数4回）

○地域循環型農業支援事業費補助金 　　3,223千円

　　　　  たい肥等 　　　　　　  マルチ等

  対象件数      補助金額   対象件数      補助金額

　峰山町 ８件 299千円 2件 29千円

　大宮町 7件 237千円 1件 100千円

　網野町 3件 187千円 0件 0千円

　丹後町 3件 111千円 0件 0千円

　弥栄町 6件 518千円 0件 0千円

　久美浜町 18件 715千円 21件 1,027千円

　 合　計 45件 2,067千円 24件 1,156千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（地域循環型農業支援事業費補助金）

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

目
的

評
価
・
課
題
等

有機農業推進事業

86千円

　環境に配慮した農業に取り組む農業者の負担軽減を支援することで、取組者の確保、環境意識
の高揚と農作業の効率化につながった。今後も本事業を通じて、持続可能な農業経営を推進する
必要がある。

　販売を目的として、地域循環型農業に取り組む農業者及び法人・集落
営農組織等に対し、資材の購入経費の一部を助成した。

生物多様性を育む農業推進計画策定に向けた検討を行うとともに、環境に配慮した
地域循環型農業の推進に有効な資材購入の支援を行った。

03農業振興費

交流経済都市

3,433千円

決 算 額 不 用 額

基本方針 計画項目

最 終 予 算 額

06農林水産業費

3,347千円

04地域循環型農業支援事業

決算書 Ｐ.218

1,045千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

97.4 %

　農業の持つ物質循環機能を活かし環境に配慮した農業を推進することで、持続可能な農業の発
展と、豊かな自然・農村環境の維持・継続をめざす。

　 区　分
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Ⅰ ②

① ②

○需用費 3,055千円

消耗品費213千円、燃料費572千円、光熱水費1,814千円、印刷製本費（利用申

請書綴り）34千円、修繕料（エレベーター部品取替、ステージ吊物等）422千円

○役務費 通信運搬費33千円、火災保険料21千円 54千円

○委託料 2,735千円

管理委託料1,510千円、清掃委託料63千円、機器保守管理委託料968千円

特殊建築物・建築設備定期報告業務委託料194千円

○使用料及び貸借料 61千円

テレビ受信料15千円、ガス警報器3千円、清掃用具借上43千円

○備品購入費 ワイヤレスマイク 31千円

（参考）利用実績

※農業文献等教養学習室の利用件数は、図書の貸し出し件数

地域活性化研修室

視聴覚教育室

農業技術研修室

農業文献等教養学習室（大宮図書室）

多目的ホール（エントランス含）

2,796人

5,641人

2,235人

15,128人

828人

26,628人

6,617人

調理加工実習室

180件

59件

1,633件

999件

　京丹後市の農業関係者や農村地域のリーダーの研修実施、市民福祉の向上に寄与するアグ
リセンター大宮の維持管理及び運営を行う。

・農林分野だけでなく、福祉・教育など幅広い分野で施設利用が図られた。
・利用者の安心安全を第一とした施設運営が実施できた。

計画項目

6,068千円

利用人数

97.8 %5,936千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

01ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業

決算書 Ｐ.226

08農業関連施設費

執 行 率(②－①)

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 公有財産使用料

京丹後市内の農業関係者の知識・技術に関する研修及び農村地域のリーダーの交流による
人材育成の場として、さらに、教育・福祉・産業に関する各種会議への活用により、地域福
祉の増進を図った。

280件

286件

194件

目
的

評
価
・
課
題
等

ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ管理運営事業

132千円

利用件数区　　　　　分

合　　　　　計

不 用 額

基本方針

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費06農林水産業費

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

549千円

使用料 ｱｸﾞﾘｾﾝﾀｰ使用料 1,223千円
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01

Ⅰ ②

① ②

○農業関連施設火災保険料

○弥栄都市農村交流施設（もんやこ）維持管理

・浄化槽維持管理委託料 　67千円

・維持管理経費（消耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料） 267千円

○農業関連指定管理施設維持管理

・駐車場用地借上料（2,724㎡） 379千円

・維持管理経費（消耗品費、修繕料） 384千円

・備品購入費　 1,878千円

くみはまSANKAIKAN（冷蔵庫） 756千円

畔蔵（冷凍冷蔵庫、真空包装機） 1,122千円

○弥栄農家用貸付住宅維持管理

・維持管理費（消耗品費、修繕料等）

　農業関連指定管理施設及び弥栄農家用貸付住宅等の適切な維持管理を行った。

農業関連指定管理施設(3施設)・京丹後市弥栄農家用貸付住宅(4棟)・弥栄都市農村
交流施設を適切に維持管理したほか、これらを含む農業関連施設(29施設)の火災保険
に加入した。

未来づくり交付金（久美浜総合交流販売施設設備整備事業） 370千円

02農業関連施設管理運営事業

決算書 Ｐ.228

2,641千円

334千円

164千円

46千円

3,235千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

使用料 貸付農家住宅使用料

　農業関連指定管理施設及び弥栄農家用貸付住宅等の適切な維持管理を行う。

122千円

府補

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 08農業関連施設費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

3,185千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業関連施設管理運営事業

農林水産環境部／農政課

50千円 98.4 %

不 用 額
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Ⅰ ②

① ②

○里力再生事業補助金 4,500千円

・大宮町五十河地域（3か年事業のうち2年目） 1,500千円

・丹後町宇川地域（3か年事業のうち2年目） 1,500千円

・神野地域（3か年事業のうち1年目） 1,500千円

　過疎・高齢化が進む農村地域の複数集落が実施する事業であり、それぞれの集落の実情を住民
主体で把握し、複数集落で話し合い活動を行うことで、現状の問題点や将来像を見据え行動に移
すなど、地域づくりの取り組みができた。

　過疎・高齢化が進む農村地域の複数集落による「地域連携組織」が実施する里力再
生計画の策定や活動を支援し、過疎・高齢化の進んだ農村地域の取り組みに補助金を
交付した。

ワークショップなどを開催し、話し合いを重ねて地域の実情を把握
し、里力再生計画を策定した。

その他、地域づくりについての視察研修、子育て支援として「神野ひ
よこサロン」の準備を進めた。

里力再生計画に基づき地元の素材を活かした「美味しんぼ大会」の開
催、レシピ集の作成、街歩きイベント、河川清掃、子どもたちが活動す
る「うかわくらぶ」、「袖志棚田プロジェクト」などの活動を行った。

里力再生計画に基づき体験民泊施設・民家苑などの有効活用検討及び
民家苑を市民に開放して見学会を開催した。

2,250千円

13里力再生事業

決算書 Ｐ.222

4,500千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 里力再生事業費補助金（1/2）

　過疎・高齢化が進む農村地域において里力再生推進委員や住民団体が構成する「地域連携
組織」が取り組む再生計画づくりや活動を支援し農村地域の再生を図る。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 03農業振興費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

4,500千円

目
的

評
価
・
課
題
等

里力再生事業

農林水産環境部／農政課

0千円 100.0 %

不 用 額
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○共に育む命の里事業（生活環境基盤） 26,741千円

【大宮町五十河地域】 3,089千円

　・補助金

外灯修繕（7基） 91千円

古民家修繕（2棟） 2,998千円

【久美浜町神野地域】 23,652千円

　・工事請負費

アスファルト舗装工事（甲山地区） 2,482千円

L＝158m、W＝3.0m

道路側溝工事 21,023千円

L＝731.7m（浦明2か所、神崎1か所、鹿野1か所）

　・補助金

集会施設改修 147千円

過疎・高齢化・後継者不足など課題を抱える地域において、住民主体でつくる「地域連携組
織」が策定した「里力再生計画」に基づき生活環境基盤整備・集会施設改修などを行い、大雨な
どによる災害時の安心・安全の基盤づくりができた。

過疎などにより農地の荒廃など厳しい状況にある複数の集落が連携・協力して策定
した「里力再生計画」に基づき、生活環境基盤施設などの修繕・改修を行うととも
に、地域の取り組みに補助金を交付した。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

26,741千円

目
的

評
価
・
課
題
等

生活環境基盤整備事業

農林水産環境部／農政課

53千円 99.8 %

不 用 額

基本方針 計画項目

26,794千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

分担金 共に育む命の里事業分担金

共に育む命の里事業補助金（2/3）

06共に育む命の里事業

決算書 Ｐ.230

474千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　過疎・高齢化が進む農村地域において複数集落による「地域連携組織」の設立・地域活動
を支援し、住民主体による農村地域の活性化と地域の安心・安全の確保を図る。

10農地費

交流経済都市

17,869千円

市債 過疎対策道路整備事業債（過疎対策債） 5,100千円

府補
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【主な事務・事業】

ため池の機能回復を図るため、洪水吐、取水施設等の整備を行った。

【事業の成果】

ため池の機能回復を図り、施設保全、農業基盤整備、地域防災に資することができた。

【事業内容】

・ ため池改修工事

・ 測量設計委託業務

・ 事務費

消耗品費、燃料費 188千円

通信運搬費 50千円

　平成19年度より実施し、機能低下していたため池14か所の整備を完了し、農業生産性と地域
防災の向上が図られたことにより、平成22年度末をもって事業完了した。

　ため池の機能回復と施設の永続性を確保し、農業生産性の向上と農業経営の安定を図ると
ともに、地域防災に資するため、老朽した危険ため池の整備を計画的に進める。

目
的

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

町　名

峰山町

大宮町

弥栄町

久美浜町

494 千円 

総 合 計 画

01農業費06農林水産業費

交流経済都市基本方針

予 算 科 目

細 事 業 名

12団体営土地改良事業費

計画項目

決 算 額

工　　種

04ため池等農地災害危機管理対策事業

20,513 千円 

工事費

決算書 Ｐ.232ため池等農地災害危機管理対策事業

執 行 率(②－①)

松ヶ谷池

家の奥池

21,245千円 21,307千円

農林業の振興

斜樋、洪水吐、水路改修

斜樋、洪水吐改修

1,019 千円 

6,126 千円 

不 用 額最 終 予 算 額

62千円 99.7 %

ため池名

5,679 千円 

事 業 所 管 課

計

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補

分担金

ため池等農地災害危機管理対策事業補助金（75％）

7,689 千円 

農林水産環境部／農林整備課

堀谷池

20,513 千円 

シイノキ谷池

斜樋改修

斜樋、底樋改修

1,051千円

15,750千円

ため池等農地災害危機管理対策事業分担金

238 千円 
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【主な事務・事業】

【事業の成果】

ため池の機能回復を図り、施設保全、農業基盤整備、地域防災に資することができた。

【事業内容】

・ ため池改修工事

・ 事務費

消耗品費、燃料費 514千円

通信運搬費 50千円

使用料及び賃借料（図面コピー機借上料） 403千円

　平成19年度より実施し、機能低下していたため池14か所の整備を完了し、農業生産性と地域
防災の向上が図られたことにより、平成22年度末をもって事業完了した。

　ため池の機能回復と施設の永続性を確保し、農業生産性の向上と農業経営の安定を図ると
ともに、地域防災に資するため、老朽した危険ため池の整備を計画的に進める。

農林業の振興

執 行 率最 終 予 算 額

堤体補強、斜樋改修

(②－①)

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 ため池等農地災害危機管理対策事業補助金（75％）

町　名

平成21年度からの繰越事業として、ため池の機能回復を図るため、取水施設、堤
体補強等の整備を行った。

ため池名

16,590千円

4,426 千円 

堤体補強、斜樋改修 3,781 千円 

4,993 千円 

十二社口池

決 算 額

06農林水産業費予 算 科 目

交流経済都市

01農業費

農林水産環境部／農林整備課

4千円 99.9 %

不 用 額

967 千円 

12,392千円

1,035千円

16,586千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ため池等農地災害危機管理対策事業（繰越）

基本方針 計画項目

細 事 業 名

総 合 計 画

工　　種 工事費

分担金 ため池等農地災害危機管理対策事業分担金

04ため池等農地災害危機管理対策事業

決算書 Ｐ.232

大宮町

峰山町 福井谷池 斜樋改修、流入水路改修

峰山町 新池

12団体営土地改良事業費

事 業 所 管 課

15,619 千円 

計 15,619 千円 

弥栄町 谷池 堤体補強、斜樋改修 2,419 千円 
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・ 工事請負費 千円

大宮町河辺地区防火水槽設置工事 千円

丹後町此代地区落石防護柵設置工事（前金払） 千円

丹後町矢畑地区防火水槽設置工事（前金払） 千円

・ 委託料 千円

久美浜町向町地区明ヶ谷池測量設計業務（ため池、排水路） 千円

久美浜町向町地区明ヶ谷池下流水路測量業務 千円

大宮町口大野地区沖田水路測量設計業務 千円

大宮町河辺地区河辺①水路測量設計業務 千円

大宮町河辺地区河辺②水路測量設計業務 千円

網野町島津地区橋梁測量設計業務 千円

丹後町此代地区落石防護柵測量設計業務 千円

弥栄町溝谷地区溝谷水路測量設計業務 千円

・ その他経費 千円

工事費積算に係る研修旅費・参加費等 千円

図面複写機賃借料・消耗品費等 千円

■平成23年度への繰越事業

測量設計委託料（ため池、水路等）15,138千円、消耗品費150千円

工事請負費（防火水槽3基、用排水路･農道橋等）50,922千円

平成24年2月完成予定

・農村災害対策整備事業の整備計画に基づき、農業用施設等の測量設計業務を実施したこと
により、事業採択期間（3か年）での計画的な工事の実施が可能となった。
・対象となる施設整備は、防災の観点から早期の改修が必要であり、整備計画に基づきなが
ら可能な限り早期に着手することが重要である。

　ため池改修工事等に必要な測量設計業務を実施するとともに、防火水利のない住宅地域の
防火水利を確保するため、防火水槽設置工事を実施した。

農林水産環境部／農林整備課

66,308千円 43.4 %

6,195

3,088

66,210千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額

　近年の集中豪雨による農業用施設等を起因とした住家等の浸水被害等を防止し、農村の安
全・安心な暮らしを保持し地域防災の向上を図る。

1,300千円

2,800千円

最 終 予 算 額 執 行 率

18,377

35,288千円

30,862

2,005

50,977千円

総 合 計 画

117,187千円

決 算 額

農林業の振興

(②－①)不 用 額

06農林水産業費

50,879千円

目
的

予 算 科 目

交流経済都市

01農業費

農村災害対策整備事業

基本方針 計画項目

細 事 業 名

12団体営土地改良事業費 05農村災害対策整備事業

決算書 Ｐ.234

実質的な予算執行率 99.8％

分担金

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,640

170

1,470

7,897

5,200

1,429

農村災害対策整備事業補助金（75％【ため池】、65％【ため池以外】）

農村災害対策整備事業分担金

府補

事 業 所 管 課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等

消防防災施設整備事業費（合併特例費）市債

2,333千円

市債 消防防災施設整備事業費（過疎対策費）

3,673

7,000

3,480

6,302

2,970
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○ 旅費（H23.1.12　クラインガルテン先進地視察（兵庫県多可町）4人） 7千円

○ 需用費 323千円

（PR用のぼり旗ほか消耗品費、竣工式案内状印刷代、電気代、ガス給湯器修理）

○ 役務費（火災保険料、広告料等） 80千円

○ 委託料（施工監理委託料、竣工式運営委託料） 976千円

○ 使用料及び賃借料（土地借上料　3,475㎡） 104千円

○ 工事請負費 38,968千円

（宿泊施設(3棟)建築工事、電気設備工事、有害鳥獣防止設備建築工事）

○ 原材料費（真砂土） 1千円

○ 備品購入費（除雪機・芝刈機2台・草刈機2台・小型耕運機等） 863千円

　農園付宿泊宿泊施設（ラウベ）3棟、電気設備及び有害鳥獣防止設備建築工事等をコスト削減に
努めながら施工した。施設使用者の募集及び決定を行うとともに、開設に向けた準備を行い、交
流事業や地域活性化を図るための体制が整った。

　クラインガルテン整備に係る農園付宿泊施設（ラウベ）及び有害鳥獣防止設備等の
建築工事を行い、10棟の施設使用者を募集し決定を行った。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

41,322千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業

農林水産環境部／農政課

148千円 99.6 %

不 用 額

基本方針 計画項目

41,470千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 新山村振興等農林漁業特別対策事業費補助金（54％）

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業債（過疎対策債）

12ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業

決算書 Ｐ.220

21,168千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　短期型観光から滞在型観光への転換をめざすとともに、農村と都市との交流を深める中で
農業振興と地域の活性化に資するため、蒲井･旭地域振興計画に基づき施設整備を行う。

03農業振興費

交流経済都市

19,100千円市債
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○ 需用費（事務消耗品、公用車燃料代） 68千円

○ 委託料（施工監理委託料、水質検査等委託料） 2,339千円

○ 工事請負費（宿泊施設7棟、農機具倉庫1棟、水道施設建築工事） 61,423千円

　農園付宿泊宿泊施設（ラウベ）7棟、農機具倉庫1棟、水道施設工事等を施工し、平成23年度
の開設に向けた施設整備が図れた。

　クラインガルテンの施設整備を行うために平成21年度から繰り越しした農園付宿
泊施設（ラウベ）7棟、農機具倉庫1棟の建築工事及び水道施設工事等を実施した。

33,453千円

市債 ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業債（過疎対策債） 30,200千円

12ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業

決算書 Ｐ.222

64,627千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 新山村振興等農林漁業特別対策事業費補助金（54％）

　短期型観光から滞在型観光への転換をめざすとともに、農村と都市との交流を深める中で
農業の振興と地域の活性化に資するため、蒲井･旭地域振興計画に基づき施設整備を行う。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 03農業振興費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

63,830千円

目
的

評
価
・
課
題
等

ｸﾗｲﾝｶﾞﾙﾃﾝ整備事業（繰越）

農林水産環境部／農政課

797千円 98.7 %

不 用 額
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○　元気な農村地域づくりイベント事業補助金 2,292千円

（単位：千円）

 大宮町 パンプキンフェスタ

 丹後町 気張るふるさと祭り

 弥栄町 秋の祭典

 久美浜町 まるかじりまつり

　　　　　合　　　　　計

○　都市農村交流推進事業補助金（農産物販路開拓活動助成） 228千円

・摂津市農業祭    32千円

日　時 ： 平成22年11月13日(土)、14日(日)

場　所 ： 摂津市役所駐車場

参　加 ： 2団体

・京都府農林水産業フェスティバル 196千円

日　時 ： 平成22年11月27日(土)、28 日(日)

場　所 ： 京都府総合見本市会館(パルスプラザ)

参　加 ： 14団体

○　職員旅費   23千円

263

2,838 2,292

9月12日(日)

11月21日(日) 967 786

・地域独自の特色を活かした企画内容により、特色ある地域の農業・農村の魅力を発信すること
ができた。
・市外イベントへ参加する団体を支援することで市外での農産物のPRや都市農村交流を図ること
ができた。

　市内の農業イベントを通して、市内外の消費者に対し京丹後産農作物と農業・農村
の活力をPRする取組みに支援した。都市の農業イベントへ参加し、京丹後産農産物
を販売して販路開拓と広報活動を行う農業団体等を支援した。

地　域

06元気な農村地域づくり事業

決算書 Ｐ.218

2,543千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

03農業振興費

不 用 額 (②－①)

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（元気な農村地域づくり事業）

開催日

11月14日(日)

事業費

570千円

　農業への理解を深め、展示や直販による地産地消の啓発及び地域活性化を図る。また、都
市部での京丹後産農産物の販売・宣伝活動等により販路開拓・拡大を図る。

10月31日(日)

750 666

616 577

補助金額

505

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

イベント名

基本方針 計画項目

0千円 100.0 %

決 算 額

事 業 所 管 課

06農林水産業費

2,543千円

目
的

評
価
・
課
題
等

元気な農村地域づくり事業

農林水産環境部／農政課

予 算 科 目

細 事 業 名
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01

Ⅰ ②

① ②

　市内の朝市・直売所（19店）が一堂に会し開催する朝市の活動を支援した。

○　朝市直売マーケット「きょうたんご」開催経費 166千円

消耗品費、印刷製本費 80千円

新聞折込手数料 66千円

仮設トイレ借上料 20千円

時　　期：平成22年11月4日（日）

場　　所：JA京都峰山支店駐車場

来場者数：約3,000人

事 業 所 管 課

06農林水産業費

166千円

目
的

評
価
・
課
題
等

地産地消取組支援事業

農林水産環境部／農政課

11千円 93.7 %

03農業振興費 08地産地消取組支援事業

　朝市直売マーケット「きょうたんご」を開催することで、市内で生産・加工された農林水産品
を市内外からの来訪者（約3,000人）にPRし、販売することができた。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

最 終 予 算 額 不 用 額

計画項目

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

決 算 額

主
な
財
源

交流経済都市

決算書 Ｐ.220

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　朝市の活動を支援することで、京丹後市の農林水産物をPRし、知名度向上と市内での地産
地消を図る。

177千円

基本方針
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01

Ⅰ ②

① ②

○ふるさと共援活動支援事業補助金 2,600千円

・丹後町上山地区　（3か年事業のうち3年目） 500千円

・丹後町矢畑地区　（3か年事業のうち3年目） 500千円

・弥栄町田中地区　（3か年事業のうち2年目） 500千円

・久美浜町甲坂地区　（3か年事業のうち3年目） 500千円

・久美浜町箱石区　（3か年事業のうち1年目） 600千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

評
価
・
課
題
等

・過疎化・高齢化の進んだ集落の村づくりの取り組みを支援し、都市部の学生等と交流すること
で集落の活性化が図れた。
・地域の食材を大学の食堂などで活用することで、京丹後市のPRにもつながった。
・平成22年度で事業が最終年度となる地区があるが、地元と共援者の協働で、今後も事業を進め
ていく予定であり、支援は必要である。

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 ふるさと共援活動支援事業補助金（1/2）

　地域外の協力者等により「ふるさと共援組織」を結成し、集落の再生計画づくりや「ふる
さと共援組織」が行う各種取り組みや活動に対して補助金を交付した。

1,300千円

京都大学大学院生との協働による集落再生計画に基づき、放置竹林の整
備、農業体験や京都大学農学部学生食堂での古代米の提供などを実施した。

小天橋観光協会、果樹観光協会や㈱日進製作所との協働による集落再生計
画を策定し、防潮保安林の整備として、都市部のボランティアを募集し、松
苗の植林を実施した。

立命館大学学生との協働による集落再生計画に基づき、依遅ヶ尾山登山道
整備、遊休農地の活用や音楽祭を開催した。

同志社大学学生との協働による集落再生計画に基づき、間伐材を利用した
ログハウス作り、伝統芸能の調査などを実施した。

龍谷大学学生との協働による集落再生計画に基づき、甲坂区史の編さん、
特産品の研究や炭焼きなどを実施した。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

　過疎化・高齢化の進んだ農村集落と大学、企業などの地域外の協力者で構成する「ふるさ
と共援組織」の活動を支援し、過疎化・高齢化の進んだ農村集落の再生を図る。

決 算 額

06農林水産業費

2,600千円

目
的

ふるさと共援活動支援事業

100.0 %

執 行 率(②－①)不 用 額最 終 予 算 額

2,600千円 0千円

01農業費

基本方針

11ふるさと共援活動支援事業

決算書 Ｐ.220

03農業振興費

交流経済都市 計画項目 農林業の振興
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03

Ⅰ ②

① ②

○緑のふるさと協力隊事業

・ 職員旅費 54千円

受入先担当者会議(東京都)、近畿･北陸ブロック交流会(京丹後市内)

・ 需用費 457千円

　消耗品費（受入先担当者会議資料代ほか） 6千円

　燃料費（協力隊員車両ガソリン代ほか） 138千円

　修繕費（協力隊員車両修繕） 313千円

・ 役務費 14千円

　自動車損害保険料（協力隊員車両）

・ 委託料 901千円

　緑のふるさと協力隊派遣研修委託料

・ 使用料及び賃借料 252千円

　自動車借上料（協力隊員車両リース料）

・ 補償補填及び賠償金 135千円

　交通事故損害賠償金

　平成14年から8人の「緑のふるさと協力隊」隊員を受け入れており、弥栄町野間地域を拠点と
した地域住民との交流により地域の受入基盤づくりや地域活性化が図られた。

緑のふるさと協力隊員（1人）が弥栄都市農村交流施設に居住しながら、農作業体
験や福祉施設でのボランティア活動を通して、地域住民と交流し、地域の活性化を
図った。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

1,813千円

目
的

評
価
・
課
題
等

林業体験交流事業

農林水産環境部／農政課

445千円 80.2 %

不 用 額

基本方針 計画項目

2,258千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02林業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（緑のふるさと協力隊事業）

市有自動車損害共済金

06林業体験交流事業

決算書 Ｐ.236

500千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　NPO法人地球緑化センターの「緑のふるさと協力隊員」を受け入れて地域住民との交流を
促進するとともに、地域資源の発掘により地域の活性化を図る。

01林業総務費

交流経済都市

381千円

諸収入 自動車事故損害賠償金 24千円

諸収入
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03

Ⅰ ②

① ②

・ 看板作成委託料

　くみはまSANKAIKANが道の駅に登録され、世界ジオパークの観光客の集客も見込めることか
ら、地域の農山村環境の魅力発信につながる。

07都市農村交流事業

決算書 Ｐ.220

140千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　市内の豊かな農山村の資源（自然・食べ物・生き物など）を活用した、観光・交流のまち
づくりを進めるため、地域の農山村環境をPRして都市住民との交流を図る。

本市を訪れた観光客が、地域の魅力ある自然や食べ物などを歩いて楽しめるよう
に、散策マップの看板をくみはまSANKAIKANに設置した。

300千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（農山村環境を生かした観光交流事業）

299千円

最 終 予 算 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 03農業振興費

交流経済都市

事 業 所 管 課

06農林水産業費

299千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農山村環境を生かした観光交流事業

農林水産環境部／農林整備課

1千円 99.6 %

不 用 額
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01

Ⅰ ②

① ②

○　子ども農山漁村交流プロジェクト推進経費

・旅費 25千円

○　都市農村交流支援事業補助金 250千円

・事業主体

　　京丹後市農山漁村体験型旅行協議会（会員数：団体8、個人6）

・事業内容　

　　会員施設での体験メニューや農家民宿開業の取り組みの検討

・地域資源を活かしたグリーン・ツーリズムなどを実施するため、体験メニューのブラッシュ
アップと農家民宿の開業に関する知識習得がなされた。
・京丹後市農山漁村体験型旅行協議会の会員間で連携して都市農村交流を推進する基盤が形成さ
れた。

農林漁業体験交流、農家漁家民宿起業支援、魅力ある農山漁村づくり、子ども農山
漁村交流などを行うため、京丹後市農山漁村体験型旅行協議会の会員同士のネット
ワーク強化と各施設が提供している体験手順などの見直しを行った。

100千円

07都市農村交流事業

決算書 Ｐ.220

308千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 未来づくり交付金（都市農村交流支援事業補助金）

　農林漁業体験や農家漁家への宿泊によって魅力ある地域資源をアピールし、都市農村交流
を通じて地域の活性化を図る。

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 03農業振興費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

275千円

目
的

評
価
・
課
題
等

都市農村交流推進事業

農林水産環境部／農政課

33千円 89.2 %

不 用 額

- 43 -

02

Ⅰ ②

① ②

○　農家漁家民宿開業研修会開催経費

・農家漁家民宿に関する研修会（4回）

報償費（講演会講師謝金　3人）

・先進地視察研修会（1回）

旅費（職員旅費　3人）

視察実施日：平成23年3月1日（火）～3日（木）

視　察　先：白川郷（岐阜県）・五箇山（富山県）

参 加 者 数：7人

　本市をフィールドとした都市農村交流事業や農家漁家民宿を推進するため、セミナーや講演会
を実施するとともに、農家民宿などの先進地を視察し、受入体制の準備が図れた。

　農家民宿や農業体験等を提供しているグリーン・ツーリズムの先進地への視察研修
会を実施するとともに、農家漁家民宿起業を促す研修会を開催した。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

85千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農村ｺﾐｭﾆﾃｨ再生･活性化事業

農林水産環境部／農政課

1千円 98.8 %

不 用 額

基本方針 計画項目

86千円

決 算 額 最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

参加者数開催場所

07都市農村交流事業

決算書 Ｐ.220

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　グリーン・ツーリズムに関する意識啓発を行って農家漁家民宿の開業を促し、農村コミュ
ニティ・ビジネスによって農村集落の活性化を図る。

03農業振興費

15人

平成23年2月27日(日)

8千円

85千円

77千円

袖志農民研修所

開　催　日

平成22年7月5日(月)

平成22年11月18日(木)

平成22年12月8日(水)

18人

28人

28人
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01

Ⅰ ②

① ②

○ 京丹後市農業振興地域整備計画策定協議会委員謝金 120千円

【協議会の開催回数】

・2回

【協議会の組織】

・関係団体5人（市農業委員会2人、JA京都、京都府、市農業経営者会議）

・集落代表12人（各町2人）

【協議会の所掌事項】

・農振計画の変更案の検討及び立案に関すること。

・農振計画の変更に係る集落調整事項に関すること。

・その他農振計画の変更に関し必要な事項

○ その他の経費 587千円

・説明会出張のための職員旅費 2千円

・法改正に伴う新事務必携書籍の購入 3千円

・事務補助業務人材派遣委託料（1人） 582千円

■平成23年度への繰越事業

農業振興地域整備計画策定委託料 平成23年9月完成予定

8.5 %

不 用 額

　京都府農業振興地域整備基本方針の改正等を受けて、平成18年8月に策定した京丹後農業
振興地域整備計画を見直す。

実質的な予算執行率

765千円

92.4％

7,500千円

・京丹後市農業振興地域整備計画策定協議会において農用地区域の指定方針と農用地区域の指定
に係る集落調整方針を確認した。
・平成23年度以降に行う京丹後農業振興地域整備計画の変更についての集落説明資料などを作成
し、確定までのスケジュールを確認した。

　京丹後農業振興地域整備計画を変更するため、京丹後市農業振興地域整備計画策定
協議会を設置し、計画変更の方針及び手順等について協議した。

繰越明許費を除いた最終予算額

細 事 業 名

総 合 計 画

執 行 率(②－①)

農林業の振興

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

基本方針

決 算 額

参考

06農林水産業費

707千円

目
的

計画項目

8,265千円

最 終 予 算 額

交流経済都市

農業振興地域整備計画策定事業

7,558千円

予 算 科 目 01農業費 03農業振興費 01農業振興地域整備計画策定事業

決算書 Ｐ.218

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農政課

主
な
財
源

評
価
・
課
題
等
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01

Ⅰ ②

① ②

○ 農業振興地域整備計画基礎調査委託料 4,620千円

・基礎資料（A4版簡易製本、59ページ）

地域の概況

土地利用の動向等

農業生産基盤の現状

農業近代化施設整備の状況　等

・基礎資料付図（土地利用状況図、農業生産基盤状況図等）

・意向調査（アンケート）結果集計・分析とりまとめ資料

＜参考＞意向調査（アンケート）の概要

・ ： 平成22年7月下旬～8月13日

・ ： 市内農地所有者　2,500人

・ ： 809（うち有効回答数　787）

・ ： 32.4%（うち有効回答数　31.5%）

・ ： 農業経営の現状と課題の把握

経営規模拡大（縮小）等希望の把握

農業以外の産業への就業状況の把握　等

事 業 所 管 課

06農林水産業費

4,620千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業振興地域整備計画策定事業（繰越）

農林水産環境部／農政課

880千円

01農業振興地域整備計画策定事業

決算書

　農業振興地域制度に関するガイドライン等を参考に、意向調査（アンケート）を実施し、基礎
資料を作成した。

　農業振興地域整備計画に関する基礎調査として、農林水産省令の定めるところによ
り、農用地等の面積、土地利用、農業就業人口の規模、人口規模、農業生産等に関す
る現況について調査を行った。

不 用 額

基本方針 計画項目

5,500千円

決 算 額 最 終 予 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 交流経済都市

03農業振興費01農業費

Ｐ.218

農林業の振興

執 行 率(②－①)

　京都府農業振興地域整備基本方針の改正等を受けて、平成18年8月に策定した京丹後農業
振興地域整備計画を見直す。

回 収 率

調 査 内 容

回 収 数

84.0 %

実 施 時 期

対 象 者
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Ⅰ ②

① ②

・小規模土地改良事業補助金　　　　　　　　　　　　　　　5,332千円

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

　経年劣化してきている土地改良施設の改修要望が多くなっており、継続して支援するととも
に、可能な限り補助事業を活用した事業実施も検討する必要がある。

06農林水産業費

5,332千円

目
的

評
価
・
課
題
等

小規模土地改良事業補助金

63千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

98.8 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

決 算 額

5,395千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

補助金額箇所数地　域

　各地区及び農業団体が実施した小規模土地改良事業による施設の維持管理に対して、機械
借上料、原材料費について補助金を交付した。

10農地費 01小規模基盤整備事業

基本方針 計画項目

不 用 額

決算書

　農地、農業用施設等の改良、維持、保全及び復旧を図るため、地区又は農業を営む者で組
織する団体が行う小規模な整備事業に要する経費に対し補助金を交付し、支援する。

Ｐ.228

1,752千円

5,332千円

300千円

1,684千円

269千円

782千円

(②－①)

交流経済都市

峰山町

13

41

大宮町 1

3

丹後町 2

網野町

弥栄町

久美浜町

合　計

19

3

545千円
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Ⅰ ②

① ②

・ 消耗品費　　土地購入に係る印紙代

・ 小規模土地改良工事（市単独）測量業務委託

　峰山町二箇水路平面図作成業務

・ 小規模土地改良工事（市単独）（8件）

・ 国道482号バイパス関連工事（府補償工事）

　和田野地区農道新設工事（2路線）

・ 公有財産購入費　　和田野地区農道新設用地購入費（40.55㎡）

■平成23年度への繰越事業

国道482号バイパス関連工事に伴う和田野地区農道新設用地購入費

平成23年8月完成予定

大堰水路改修工事

三重用水路改修工事

河辺農業用水路改修工事

三重家の奥池洪水吐修繕工事

掛津地区堀切水路改修工事

千円

1,343

予 算 科 目

8,924千円

事業費

　農業生産性の向上及び農業経営の安定を図るため、小規模農業施設等の改修・改良を実施
する。

　老朽化等により、機能が低下した土地改良施設の改修及び改良を行った。また、国道482
号バイパス工事の補償工事として農道の新設工事を行った。

地　域

決算書

24,812千円

轟水路第2工区改修工事

決 算 額

基本方針 計画項目

峰山町

久美浜町

大宮町

工事名

二箇水路改修工事

細 事 業 名

総 合 計 画

小規模農業基盤整備事業

10千円

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

千円

1,352 千円

399千円

千円

01小規模基盤整備事業10農地費

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

06農林水産業費

Ｐ.228

01農業費

農林水産環境部／農林整備課

136千円 99.4 %

不 用 額

2,721千円

15,175千円

24,676千円

目
的

252

1,995 千円

926 千円

499

千円

丹後町

千円計 8,924

轟水路第1工区改修工事

千円

網野町 1,993

564

農道拡幅工事補償金

市債 小規模基盤整備事業債（地域活性化事業債）

繰越明許費を除いた最終予算額 24,684千円
参考

実質的な予算執行率 99.9％

本事業は、農業経営の安定と施設保全に資するものであり、また、経年劣化してきている土地
改良施設の改修要望が多くなっているため、継続して実施するとともに、可能な限り補助事業の
活用を検討していく必要がある。

事 業 所 管 課

評
価
・
課
題
等

主
な
財
源

諸収入

分担金

15,221千円

122千円

5,900千円

小規模基盤整備事業分担金

128千円
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Ⅰ ②

① ②

・ 小規模土地改良工事（市単独） 千円

事 業 所 管 課

06農林水産業費

2,394千円

目
的

評
価
・
課
題
等

小規模農業基盤整備事業（繰越）

農林水産環境部／農林整備課

0千円 100.0 %

不 用 額決 算 額

基本方針 計画項目 農林業の振興

執 行 率(②－①)最 終 予 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

分担金

久美浜町

市債 小規模基盤整備事業債（地域活性化事業債）

地域

01小規模基盤整備事業10農地費

決算書 Ｐ.228

2,394千円

2,394

事業費

1,200千円

2,394 千円

479千円

国営女布団地内排水路改修工事

工事名

本事業は、農業経営の安定と施設保全に資するものであり、また、経年劣化してきている土地
改良施設の改修要望が多くなっているため、継続して実施するとともに、可能な限り補助事業の
活用を検討していく必要がある。

　農業生産性の向上及び農業経営の安定を図るため、小規模農業施設等の改修・改良を実施
する。

　老朽化等により、機能が低下した土地改良施設の改修及び改良を行った。

小規模基盤整備事業分担金
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Ⅰ ②

① ②

・ 土地改良区育成補助金

河辺土地改良組合

宇川土地改良区

海部土地改良区

＜事業内容＞

・ 河辺土地改良組合

　団体営農村振興整備事業（河辺西部地区）に係る償還事務が適正に行われた。

・ 宇川土地改良区

　老朽により破損したパイプライン（石綿管）の補修や、特定農業用管水路等特別対

策事業に係る推進が図られた。

・ 海部土地改良区

　府営土地改良事業の完了により、土地改良区の解散に向けての事務が適正に進めら

れた。（平成23年2月22日解散）

　土地改良事業の推進や土地改良施設の維持管理を適正に行うため支援を行ってきたが、海部土
地改良区の解散並びに河辺・宇川土地改良区の土地改良事業に係る事務量の減少により補助は廃
止する。

　土地改良区等の健全な運営・育成を図るため、人件費に対する支援を行う。

　土地改良区等の事務事業の適正な事業運営を図るため、土地改良区の運営経費（人
件費）に対し補助金による支援を行った。

Ｐ.230

1,150千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

計画項目

不 用 額

交流経済都市

決算書細 事 業 名

0千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

決 算 額

基本方針

1,150千円

960千円

90千円

100千円

予 算 科 目 01農業費 03土地改良区育成事業10農地費

事 業 所 管 課

06農林水産業費

1,150千円

目
的

評
価
・
課
題
等

土地改良区育成事業

農林水産環境部／農林整備課

100.0 %

総 合 計 画

(②－①)
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Ⅰ ②

① ②

・需用費（法務局公図等コピー代）

・委託料（測量委託料、登記委託料）

地区面積 22.6ha

基準点設置 2級基準点 8点

3級基準点 18点

4級基準点 64点

府道敷地境界立会 1km

事 業 所 管 課

06農林水産業費

12,901千円

目
的

評
価
・
課
題
等

換地処理事業

農林水産環境部／農林整備課

2千円 99.9 %

不 用 額

基本方針 計画項目交流経済都市

弥栄町野間地区（野間1工区）・吉野地区の確定測量業務において、基準点の設
置、京都府道敷地境界の立会、地区境界の確認を行った。また、平成21年度に確定
測量業務を行った野間2・3工区における境界の整理箇所について、地図訂正等の登
記事務を行った。

　ほ場整備工事完了後の換地処分未了地区（旧弥栄町）において、測量及び図面等を作成
し、換地処分を行う。

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

05換地処理事業

決算書 Ｐ.230

12,903千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

10農地費01農業費

　換地処分に向けて確定測量図が作成できたが、新たな分筆登記や以前された分筆登記の訂正等
の課題が残っている。

2千円

12,899千円
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【主な事務・事業】

　・土地改良施設の適正な維持管理により、施設の長期有効利用と持続的な農業経営の安

　　定を図るため施設の診断指導を実施した。

　・土地改良施設維持管理適正化事業加入地区の事業実施に必要な資金を賦課金として、

　　府土連に拠出した。

　・加入地区の整備計画に基づき施設の改修工事を実施し、延命化による長期有効利用を

　　可能にした。

【事業成果の概要】

　・土地改良施設の診断・指導の結果に基づき施設の適正な改良計画の策定並びに軽微な

　　地元指導・啓発ができた。

　・賦課金の拠出により、加入地区の事業計画に見合った事業資金が造成された。

　・改修工事の実施により、施設の延命化と維持管理の軽減を可能にした。

【事業内容】

　・土地改良施設診断指導（11か所）

　・土地改良施設維持管理適正化事業賦課金（4地区）

　・丹後町大山地区大山水路Ⅱ改修工事

　・大宮町河辺地区茂手谷池堆積土砂測量業務

　・事務費

診断指導箇所 加入施設（賦課金）

・丹後町大山水路Ⅱ

・久美浜町島井堰揚水機場

・網野町待谷川頭首工

・網野町俵野畑かん施設

適正な維持管理を目的に、事業加入5年以内に整備補修を行う事業であり、市内の施設状況か
ら、常に5件（整備1か所/年）以上の加入を目標としており、23年度の加入（予定）は5件（内
1件は実施済み）となっているため、今後も事業加入に向けた取り組みを続けていく必要がある。

　老朽化した土地改良施設の適切な維持管理と農業経営の安定に資するため、造成した土地
改良施設維持管理適正化事業資金をもとに、計画的に施設を整備する。

02土地改良施設維持管理適正化事業

決算書 Ｐ.232

農林業の振興

執 行 率(②－①)

1,050 千円 

7,110千円

決 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額最 終 予 算 額

1,716 千円 

4,037 千円 

218 千円 

揚水機場 4か所

98.7 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

交流経済都市

12団体営土地改良事業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事 業 所 管 課

06農林水産業費

7,021千円

目
的

評
価
・
課
題
等

土地改良施設維持管理適正化事業

農林水産環境部／農林整備課

89千円

畑かん施設 1か所

頭首工 4か所 ため池 1か所

分担金 土地改良施設維持管理適正化事業分担金

土地改良施設維持管理適正化事業費補助金

用排水路 1か所

883千円

3,600千円諸収入
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・ 女布地区揚水機場改修工事調査業務

　京都府土地改良事業団体連合会への賦課金 1,470千円

× ＋ ＝

　地元協議を進めるための資料ができたため、事業実施に向け地元調整を行う必要がある。

事 業 所 管 課

06農林水産業費

1,470千円

目
的

評
価
・
課
題
等

団体営調査設計事業

農林水産環境部／農林整備課

0千円 100.0 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

1,470千円

決 算 額

基本方針 計画項目

不 用 額最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

06団体営調査設計事業

決算書 Ｐ.234

12団体営土地改良事業費

　老朽化による機能低下が著しい久美浜町女布地区の揚水機場を改修するための調査を実施
する。

1,470 千円 70 千円 

消費税

3,500 千円 

割合

40%

調査設計費
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※ 設置後50年が経過し、施設の老朽化が著しく維持管理が困難な状態である。

・消耗品費

・測量設計委託料

2か所　L=1,060m

■平成23年度への繰越事業

消耗品費 300千円

測量設計委託料 L=80ｍの測量及び実施設計 1,204千円

工事請負費 L=270mの管水路工事 22,950千円

平成24年1月完成予定

1,100千円

分担金 特定農業用管水路等特別対策事業分担金

市債 特定農業用管水路等特別対策事業債（一般公共事業債）

292千円

事 業 所 管 課

評
価
・
課
題
等

農林水産環境部／農林整備課

　計画的に実施設計を行い、用水管の布設及び石綿管の撤去を効率的・計画的に実施する必要が
ある。

府補 特定農業用管水路等特別対策事業補助金（75％）
主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

5,946千円

実質的な予算執行率 99.5％

73 千円 

5,845 千円 

4,384千円

5,918千円

目
的

24,482千円 19.4 %

　農業用施設の機能低下の回復等を行うことによって、農業生産の維持及び農業経営の安定
を図る。

24,454千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額

30,400千円

予 算 科 目

決 算 額

交流経済都市

12団体営土地改良事業費01農業費

細 事 業 名

総 合 計 画

不 用 額

特定農業用管水路等特別対策事業

基本方針

08特定農業用管水路等特別対策事業

決算書 Ｐ.234

06農林水産業費

　農業用管水路（パイプライン）の老朽化に伴う機能低下を改善するため、改修工事に向け
た測量設計を実施した。（丹後町宇川地内）

計画項目

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)
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・小規模災害復旧事業支援補助金

■平成23年度への繰越事業

丹後町袖志農地災害復旧工事 平成23年5月完成

　災害により被災した農地・農業用施設の機能回復を図る災害復旧事業は、農家の経営安定のた
めに必要不可欠である。

丹後町

大宮町 1か所

10か所

久美浜町 3か所

計 14か所 3,263千円

実質的な予算執行率

繰越明許費を除いた最終予算額

決算書

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

事 業 所 管 課

11災害復旧費

3,263千円

目
的

評
価
・
課
題
等

現年発生農地･農業用施設災害復旧事業

農林水産環境部／農林整備課

3,291千円

(②－①)

補助金額

200千円

2,226千円

3,263千円

　平成22年7月12日発生梅雨前線豪雨により被災をうけた農地・農業用施設につい
て、従前の機能を回復させることにより、農業経営の安定と公益的機能の確保を図る
ため、農地・農業用施設を早急に復旧し、農業の再生産活動の確保と農地等の多面的
機能を確保した。

97.9％

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率

49.2 %

不 用 額

3,358千円6,621千円

　災害により被災した農地・農業用施設の機能回復のため災害復旧事業の実施及び補助金の
交付を行う。

参考

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画 交流経済都市

3,330千円

地　域 箇所数

01現年発生農地･農業用施設災害復旧事業01農林水産業施設災害復旧費 01農地･農業用施設災害復旧費

Ｐ.370

基本方針 計画項目

837千円
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01

Ⅰ ②

① ②

・ 職員旅費

・ 消耗品費（事務用品代）

・ 燃料費（公用車燃料代）

・ 印刷製本費（写真印刷代）

・ 工事請負費

林道・磯砂線（L=19m）

林道・大ソバ谷線（L=213m）

林道・田和谷線（L=50m）

・ 小規模災害復旧事業支援補助金

峰山町1か所、久美浜町1か所

　平成21年8月9日に発生した台風9号豪雨により被災した林業用施設について、従前の機能
回復を図る。

　平成21年8月9日に発生した台風9号豪雨により機能不全となった林業用施設につ
いて従前の機能回復を図るため、復旧工事を行った。

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

797千円

2,373千円

1千円

9,911千円

8,999千円

分担金

11,055千円

目
的

評
価
・
課
題
等

現年発生林業用施設災害復旧事業（繰越）

1,070千円

3,510千円

4,028千円

12,125千円

最 終 予 算 額

　災害により被災した林業用施設について、従前の機能回復を図るための災害復旧事業は、林業
者の経営安定のために必要不可欠である。

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農林水産業施設災害復旧費

交流経済都市基本方針

02林業用施設災害復旧費

計画項目

11災害復旧費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 林業用施設災害復旧費補助金（92％）

24千円

210千円

112千円

01現年発生林業用施設災害復旧事業

決算書 Ｐ.370

農林業の振興

執 行 率(②－①)

91.1 %

不 用 額

林業用施設災害復旧費分担金 201千円

市債 林業用施設災害復旧事業債 500千円
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01

Ⅰ ②

① ②

○農地・水・環境保全向上対策支援事業負担金 28,645千円

農地・水・環境保全向上対策　活動組織数

・共同活動支援交付金 95組織

・営農活動支援交付金 5組織

○その他経費（実施状況確認事務、推進事業） 1,301千円

・共済費（臨時職員健康保険料等） 76千円

・賃金（臨時職員賃金等） 723千円

・旅費（普通旅費） 22千円

・需用費（消耗品費、燃料費） 216千円

・役務費（通信運搬費、自動車損害保険） 18千円

・使用料及び賃借料（自動車、図面コピー機リース料ほか） 246千円

予 算 科 目

　5か年事業の4年が経過。市内の95組織（うち先進的営農活動支援も実施している組織は5組
織）が各組織で計画に位置づけた農業用水、農業用施設を地域ぐるみで質の高い保全管理活動が
行われている。

30,200千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補

最 終 予 算 額

農地･水･環境保全向上活動推進交付金

04農地･水･環境保全対策支援事業

決算書

10農地費

Ｐ.230

99.1 %

不 用 額

繰入金 地域環境保全基金繰入金 10,000千円

1,299千円

　地域において農地・水・環境の良好な保全と質的向上を図るため、地域ぐるみでの効果の
高い共同活動と、農村環境向上の取組活動を支援した。また、農業者ぐるみでの先進的営農
活動（化学肥料及び化学合成農薬の5割低減）を支援した。

　地域において農地・水・環境の良好な保全と、質的向上を図るための取り組みに対して支
援する。

執 行 率(②－①)

01農業費

農林業の振興

事 業 所 管 課

06農林水産業費

29,946千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農地･水･環境保全向上対策事業

農林水産環境部／環境バイオマス推進課

254千円

計画項目

細 事 業 名

総 合 計 画 交流経済都市基本方針
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01

Ⅰ ②

① ②

○遊休農地の利用状況調査等に係る経費

・臨時職員共済費（農地相談員）

・臨時職員賃金（農地相談員）

・職員旅費

・需用費（事務用品、コピー代、燃料費ほか）

・役務費（調査等に係る自動車損害共済保険）

・委託料（農家台帳更新）

・使用料及び賃借料（公用車リース料）

・負担金、補助及び交付金

　（中日本ブロック農業委員会職員現地研修会参加会費）

農地利用状況調査及び農地利用調整活動の状況

※平成22年度は、全体調査における耕作放棄地のうち耕作農地

　として復元できる可能性のある農地を対象に調査した。

※地主及び農家と面談の結果、ともに合意した場合のみ交渉成立

　となる。

　遊休農地利活用推進員を設置し、農地の利用状況調査及び農地利用調整活動を実施
した。

・農業者の高齢化、農産物価格の長期低迷や獣害の急激な増加等により耕作放棄地が増加する中
で、農地法に基づいて、農地の利用状況調査を実施した。
・今後も、農地法に基づいて農地利用状況調査活動を継続するとともに、農地の利用増進を図
る。

12千円

303千円

325千円

2,004千円

2.1ha

件　数 面　積

63件 

事 業 所 管 課

06農林水産業費

2,234千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農地制度実施円滑化事業

農業委員会事務局

28千円

　改正農地法に基づいた農地制度を円滑に実施するため、耕作放棄地対策の専門員を設置
し、農地の利用調査、農地の利用調整等を実施し、農地の保全を図る。

187千円

98.7 %

不 用 額

基本方針 計画項目

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 農地制度実施円滑化事業費補助金（10/10）

154千円

4千円

1,220千円

29千円

07農地制度実施円滑化事業

決算書 Ｐ.214

2,262千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

01農業委員会費

24件 

平成20年度耕作放棄地全体調査

平成22年度農地利用状況調査

11.0ha

19.3ha94件 

140.7ha

52.8ha

2,987件 

1,094件 

区　　　分

地 主 面 談

農 家 面 談

交 渉 成 立

（参考）
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01

Ⅰ ②

① ②

農地法に基づく許認可の審査を行うとともに、農政活動に取り組んだ。

○農業委員数37人（選挙委員30人・選任委員7人  平成23年3月31日現在）

○主な活動

・総会、部会等 ※農地法等に基づく許認可申請等の状況

・農業委員会だよりの発行

・意見書等の提出

平成23年度京丹後市農業施策に関する意見書（12月）

○主な経費

・農業委員報酬（会長報酬：250千円/年・委員報酬：181千円/年）

・「農業委員会だより」発行経費　年3回（8月･11月･2月　全戸配付）

・視察研修経費（11月11～12日　三重県伊賀市・愛知県豊田市）

・京都府農業会議拠出金

・その他農業委員会活動経費

・農業者からの相談に対して、農地法に基づき適正な対応ができた。
・国が掲げる食料自給率の向上をめざす中で、耕作放棄地対策及び農地の利用増進が農業委員会
に業務として農地法で規定されており、今後も事業を継続していくことが必要である。

43件

120件

7件

非農地証明

諸収入 全国農業新聞取扱事務手数料 25千円

農地法の許可を要しない転用の届出

1回

申請件数

84件

15件

60件

5,262千円

822千円

1,147千円

全員研修会 視察研修

572千円

（平成22年4月～平成23年3月）

6,615千円

533千円

広報委員会 11回 随時

農地パトロール 1回 8月実施

運営委員会 2回 随時 形状変更届

農政部会 7回 随時 5条申請

1回 随時 3条申請

農地部会 12回 毎月 4条申請

事 業 所 管 課

06農林水産業費

9,689千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業委員会活動事業

農業委員会事務局

19千円 99.8 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費 01農業委員会費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府負 農業委員会交付金

総会・部会等 開催回数

総会

02農業委員会活動事業

決算書 Ｐ.212

9,708千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

　農地法等に基づき許認可の審査・諸証明を行うとともに、農業者の代表として意見を公表
するなど農政活動に取り組む。

諸収入 全国農業新聞普及拡大助成金 10千円

備考 申請等の種類
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01

Ⅰ ②

① ②

○農業者年金の裁定請求、加入促進、受給者の資格管理等に関する事務費

旅費、消耗品、燃料費、郵送料、公用車リース料等

＜加入者・受給者の状況＞

①新制度の加入者の状況

政策支援加入者数

通常加入者数

②受給者の状況

経営移譲年金・老齢年金受給者数

（平成23年3月末）

＜年金資格及び保険料関係・給付関係書類の処理状況＞

死亡届

未支給年金請求書

現況届（経営移譲年金・老齢年金）

（平成22年4月～平成23年3月）

農業者年金加入者及び受給者の適正な資格管理等の事務を行った。

・農業者年金加入者及び受給者の適正な資格管理ができた。
・今後も引き続き、適正な管理に努める必要がある。

635千円

30件 

29件 

624件 

38人 

22人 

608人 

635千円

事 業 所 管 課

06農林水産業費

635千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業者年金事務

農業委員会事務局

2千円 99.6 %

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入 農業者年金事務委託金

決 算 額

基本方針

　農業者の老後生活の安定と福祉の向上を図るため、農業者年金加入者及び受給者の適正な
資格管理等の事務を行う。

03農業者年金事務

決算書 Ｐ.212

637千円

01農業委員会費

計画項目

不 用 額最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市
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01

Ⅰ ②

① ②

○国有農地等管理及び処分関係事務費

事務費（旅費、消耗品、郵送料）

○京丹後市内の国有農地等

市内にある国有農地及び開拓財産の適正な管理を行った。

合　　　　　　　計 13,886㎡

（平成23年3月末）

開拓財産
（未墾地）

峰山海軍航空隊第1区 1,943㎡

碇地区 9,375㎡

2,370㎡

・国有財産等の適正な管理を行うことができた。
・今後も引き続き適正な管理を行っていく必要がある。

36千円

種　類 地　区 台帳面積

計 11,318㎡

国有農地
（既墾地）

峰山町泉地区

01農業委員会費

交流経済都市

事 業 所 管 課

06農林水産業費

36千円

目
的

評
価
・
課
題
等

農業経営基盤強化事業

農業委員会事務局

1千円

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

01農業費

基本方針

198㎡

網野町島津地区

計 2,568㎡

府負 農業経営基盤強化事業事務取扱交付金

05農業経営基盤強化事業

決算書 Ｐ.212

　農業経営基盤強化事業に基づき、市内にある国有農地・開拓財産の適正な管理を行う。

35千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

37千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

97.2 %

不 用 額

計画項目
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01

Ⅰ ②

① ②

・ 職員出張旅費

・ 消耗品費

・ クマ捕獲檻修繕料（5基）

・ 有害鳥獣捕獲委託料

平成22年度捕獲数実績 （単位：頭、匹、羽）

・ クマ檻製作業務委託料（5基）

・ 狩猟免許取得奨励補助金

　新規に狩猟免許を取得し、市が編成する鳥獣捕獲班に加入する方を対象に、取
得経費の1/2を補助（新規狩猟免許取得者で補助交付者23人）

　サル、クマの追い払い時に使用する花火点火用ライター、捕獲時に使用するゴ
ム手袋、ビニールシートほか

9,000千円過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債）

263

小動物サル

52

シカ

1,083

イノシシ

1,880

07有害鳥獣対策事業

決算書 Ｐ.236

01林業総務費

48千円

32,869千円

最 終 予 算 額

6,513千円

農林業の振興

執 行 率(②－①)

105千円

不 用 額

　野生鳥獣による農作物被害、生活環境の悪化及び人身への危害を未然に防止するため、有
害鳥獣を捕獲する。

計画項目

34,337千円

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 有害鳥獣捕獲関係事業費補助金（1/2）※広域捕獲は75%

11千円

181千円

市債

事 業 所 管 課

06農林水産業費

33,514千円

目
的

評
価
・
課
題
等

有害鳥獣捕獲事業

農林水産環境部／農林整備課

823千円 97.6 %

基本方針

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02林業費

交流経済都市

・捕獲体制の強化により、捕獲量はイノシシ・シカ合わせて、平成21年度比較で1.3倍に増加し
ているが、農作物等被害の減少にはつながっていないのが現状である。
・クマの出没数の急増に伴い、地域住民の安全を確保するため、大型クマ檻を急遽製作し被害地
区に設置して対応をした。
・クマの大量出没により、地域からの捕獲要望が強いため、府に対して抜本的な対策を引き続き
要望していく必要がある。

300千円

合計

3,609

鳥類

331
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02

Ⅰ ②

① ②

鳥獣害対策として農林業団体が設置する電気柵・金網柵等防護柵に対し補助した。

・ 有害鳥獣防除施設費補助金

鳥獣害を防止するための施設設置費（資材費）に対する補助

施設資材費に対し、7/10以内を補助

事業箇所一覧

・鳥獣害を防止するために防護柵の設置は必要不可欠である。
・特にイノシシ、シカの被害地域の拡大により防護柵の設置要望は増加しており、国等の補助予
算の確保に努める必要がある。

　鳥獣害対策として、農林業団体が設置する電気柵・金網柵等防護柵に対し補助する。

弥栄町 11 2,566千円

丹後町 10 5,370千円

大宮町 10 4,496千円

合　計 84 29,863千円

久美浜町 33 8,606千円

網野町 7 2,139千円

29,863千円

区　分 箇所数 補助金額

事 業 所 管 課

06農林水産業費

29,863千円

目
的

評
価
・
課
題
等

有害鳥獣防除施設設置事業

農林水産環境部／農林整備課

0千円 100.0 %

不 用 額

基本方針 計画項目

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02林業費 01林業総務費

決 算 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 新山村振興等農林漁業特別対策事業費補助金（54％）

峰山町 13 6,686千円

07有害鳥獣対策事業

決算書 Ｐ.236

29,863千円

最 終 予 算 額

農林業の振興

執 行 率(②－①)

交流経済都市

10,575千円

府補 有害鳥獣防除施設設置事業費補助金（1/2） 11,301千円
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03

Ⅰ ②

① ②

　サル群れの行動調査等を行うための発信器や捕獲檻の整備を行った。

○ニホンザル緊急防除対策

・事業地区 丹後町是安、吉永、岩木地区

・事業費

消耗品費

サル捕獲エサ等

備品購入費

サル捕獲檻 2基

ハンディ受信機 2台

決算書 Ｐ.236

農林業の振興

執 行 率

270千円

309千円

計画項目

不 用 額

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

府補 有害鳥獣防除施設設置事業費補助金（1/2）

251千円

111千円

198千円

最 終 予 算 額

　サルに発信器を付けて集落への群れの接近を事前に把握することで、追い払い対策の強化
を図る。

(②－①)

561千円 1千円 99.8 %

決 算 額

予 算 科 目

細 事 業 名

総 合 計 画

02林業費

基本方針 交流経済都市

01林業総務費 07有害鳥獣対策事業

事 業 所 管 課

06農林水産業費

560千円

目
的

評
価
・
課
題
等

獣害等防止特別対策実験実証事業

農林水産環境部／農林整備課

　サル群れの行動調査を行うためのメス成獣の捕獲ができなかったが、京都府がサルの捕獲を行
う予定としている。
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06

Ⅰ ②

① ②

○施設運営経費

真空パックほか消耗品費、電気代、公用車ガソリン代ほか

電話代、営業許可手数料、火災及び自動車保険料ほか

猪・鹿肉処理委託料

浄化槽維持管理及び高度処理槽油分解菌投入作業委託料ほか

軽トラックリース料（平成22年8月～平成23年3月）

○竣工式開催経費（平成22年5月10日開催）

竣工式会場設営等委託料

竣工式案内状印刷代ほか

○その他経費

職員旅費等

施設用地賃借料（583.4㎡）

　（参考）処理等実績（平成22年5月11日～平成23年3月31日）

事 業 所 管 課 農林水産環境部／農林整備課

97.3 %

不 用 額

　イノシシ・シカなどの被害は拡大傾向にあり、捕獲したイノシシ・シカを地域資源として
活用し、観光客の誘致や地域振興を図る。

7,994千円

決 算 額

・当初想定よりも肉として加工できる割合や処理頭数が少なかったため、猪・鹿肉販売代金が当
初見込みを下回った。
・販売は好調であり、猪・鹿肉を活用したメニュー開発も進んでいることから、今後、処理頭数
の増加に向けた対策を講じていく。

2,755千円

8,353千円

目
的

評
価
・
課
題
等

猪･鹿肉処理施設運営管理事業

225千円

135千円

359千円

200千円

農林業の振興

Ｐ.236

01林業総務費

最 終 予 算 額

8,578千円

計画項目

執 行 率(②－①)

02林業費 07有害鳥獣対策事業

決算書

予 算 科 目

細 事 業 名

交流経済都市基本方針

06農林水産業費

総 合 計 画

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
及
び
成
果
の
概
要

諸収入

　猪･鹿肉処理施設「京たんご　ぼたん･もみじ比治の里」の維持管理及び運営を行っ
た。

廃棄処分頭数処理頭数

猪･鹿肉精肉販売代金

計

搬入頭数

236頭

95頭

247頭

342頭 16頭326頭

1,298千円

235千円

区　分

24千円

98千円

6,000千円

363千円

105千円

30千円

イノシシ

シ　　カ

5頭90頭

11頭
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